
任
意
標
本
調
査
法

（
二
）

関
　
　
　
弥

三
　
　
郎

二
二
、

任
意
抽
閏
法
の
理
論

）１（）２（）３（）４（）５（）６（）７（）８（）９（
標
本
平
均
分
布

確
率
分
布
、
期
望
値
計
算

標
本
搾
定
の
原
理

母
集
団
の
量
的
大
い
さ
の
捧
定

標
本
比
例
数
分
布

標
本
搾
定
の
精
度

標
本
の
大
い
さ
の
決
定

母
分
散
の
捧
定

標
本
抽
出
の
諾
方
式

任
意
抽
出
法
の
理
論

　
前
に
考
察
し
た
母
集
団
の
構
造
を
示
す
値
（
母
数
）
を
標
本

の
構
造
を
示
す
値
（
統
計
量
）
よ
り
推
定
す
る
に
当
っ
て
、
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

意
標
本
理
論
は
母
集
団
よ
り
同
じ
大
い
さ
の
標
本
を
可
能
な
限

　
　
佳
意
標
本
調
査
法

い
抽
出
構
成
す
る
時
、
各
標
本
よ
り
得
ら
れ
る
統
計
量
の
分
布

（
標
本
分
布
馨
旨
呂
品
雲
旨
亭
ま
◎
目
）
を
求
め
、
そ
れ
と
母

数
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
現
実
に
任
意
標

本
よ
り
得
ら
れ
た
統
計
量
は
そ
の
う
ち
の
一
の
値
を
と
る
事
か

ら
、
誤
差
の
範
囲
を
明
示
し
て
母
数
を
推
定
す
る
事
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
以
下
母
集
団
の
平
均
値
の
推
定
を
例
に
と
っ
て
、

標
本
分
布
を
求
め
そ
れ
に
よ
る
標
本
推
定
の
方
式
を
明
ら
か
な

ら
し
め
よ
う
。

　
　
標
本
調
査
の
実
隙
に
於
て
標
本
よ
リ
捗
疋
す
べ
き
母
数
は
主
と
し

　
て
平
均
値
又
は
比
例
数
で
あ
リ
、
そ
の
他
の
母
数
が
搾
定
さ
れ
る
場

　
合
も
そ
れ
自
体
の
雅
定
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
の
平
均
値
、
比
例
数

　
の
携
定
の
必
要
上
求
め
ら
れ
る
事
が
多
い
。
故
に
以
下
の
説
明
に
於

　
て
は
母
平
均
及
ぴ
母
比
例
数
の
雅
定
を
申
心
に
説
明
し
て
行
く
事
に
・

　
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

）ユ（

標
本
平
均
分
布

　
母
集
団
の
平
均
値
（
母
平
均
）
の
推
定
値
と
し
て
は
、
同
じ

性
質
の
集
団
構
造
の
簡
約
表
章
値
で
あ
る
標
本
平
均
値
を
以

て
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
今
母
集
団
冗
は
〃
個
の
単
位
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
　
　
　
　
〃

成
り
、
各
単
位
の
有
す
る
量
的
標
識
を
火
ざ
－
：
ふ
と
し
、
ン
、

の
平
均
住
を
夕
、
分
散
を
〆
と
す
る
と
、

　
　
－
　
　
Ｈ
ミ
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
亀
Ｈ
ミ
．
Ｍ
さ
・
ｓ
一
、
Ｈ
↓
Ｍ
（
３
１
↓
）
”
　
　
　
（
ヨ
）

　
　
　
　
　
～
“
－
　
　
　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
－

で
あ
る
。
こ
の
母
集
団
よ
り
〃
個
の
単
位
を
任
意
に
抽
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
２
　
　
　
　
刎

構
成
し
た
標
本
０
の
各
単
位
の
量
的
標
識
を
、
火
、
ざ
：
、
エ
と
し
、

そ
の
平
均
値
を
〆
、
分
散
を
〆
で
表
す
と

　
　
、
　
Ｈ
§
　
、
　
　
　
Ｈ
§

　
か
Ｈ
一
Ｍ
旨
、
　
、
。
、
１
１
一
Ｍ
（
↓
、
～
１
、
、
）
”
　
　
（
竃
）

　
　
　
　
、
”
－
　
　
　
　
　
　
　
　
．
“
”
－

で
あ
る
。

　
　
蛮
に
巧
は
母
集
団
に
於
け
る
単
位
の
有
す
る
量
的
標
識
を
表
し
、

　
〆
は
そ
れ
よ
リ
抽
串
楴
戊
さ
れ
た
標
本
内
の
単
位
の
持
つ
最
的
標
識

　
で
あ
る
。
又
房
、
”
は
そ
れ
ぞ
れ
母
寡
団
の
平
均
侃
、
分
散
で
あ

　
り
、
〆
、
〆
は
標
本
の
平
均
値
、
分
散
を
表
す
、
、
こ
の
よ
う
な
母
集

　
団
に
於
け
る
値
と
標
本
に
於
け
る
値
と
の
記
号
上
の
区
別
を
よ
く
弁

　
え
る
事
は
、
任
漕
標
本
理
論
を
学
ぶ
上
に
於
て
極
め
て
重
要
で
あ

五
二

る
ｏ

　
こ
の
標
本
平
均
値
〆
の
標
本
分
布
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
状
熊
は
標
本
分
布
の
平
均
値
、
冷
散
等
を
計
算
し
、
分
布

の
形
を
調
べ
る
事
に
よ
っ
て
規
宅
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

故
に
先
づ
標
本
平
均
分
布
の
平
均
値
を
求
め
よ
う
。

　
標
本
分
布
は
母
集
団
よ
り
可
能
な
限
り
標
本
を
構
成
す
る
時

に
各
標
本
よ
り
得
ら
れ
る
統
計
量
の
分
布
で
あ
る
が
、
斑
に

「
可
能
な
限
り
の
標
太
構
成
」
と
は
、
〃
個
○
単
位
よ
り
〃
個

の
単
伎
を
抽
出
し
、
次
に
そ
の
残
り
（
宅
ー
ミ
）
単
伎
よ
り
〃

単
依
抽
出
し
て
行
っ
て
〃
個
の
単
位
が
な
く
な
る
迄
標
本
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

成
す
る
事
、
却
ち
〃
個
の
単
仇
が
す
べ
て
異
る
単
伎
で
あ
る
如

き
標
本
の
可
能
な
限
り
の
構
成
で
は
な
く
し
て
、
．
仮
令
〃
個
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

単
位
が
全
く
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
の
抽
出
の
仕
方
が
全
く

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

同
じ
で
な
い
よ
う
な
楳
本
、
即
ち
抽
出
に
順
序
を
附
け
た
時
各

単
伎
の
抽
出
さ
れ
る
順
序
が
す
べ
て
同
じ
で
な
い
標
本
の
可
能

な
限
り
の
構
成
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
そ

の
よ
う
な
標
本
の
理
論
的
に
構
成
可
能
な
数
は
、
〃
個
の
単
伎

の
中
か
ら
〃
個
取
出
す
「
順
列
」
の
数
と
し
て
求
め
ら
れ
、
赦



に

　
暑
＼
、
ミ
Ｈ
レ
、
（
ミ
ー
Ｈ
）
…
…
（
・
く
－
ミ
十
－
）

通
り
で
あ
る
。

　
Ｄ
　
若
し
単
位
の
抽
肖
に
臓
序
を
附
け
な
い
で
考
え
る
と
、
標
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
構
成
す
る
〃
個
の
単
位
の
す
べ
て
が
同
じ
で
な
い
よ
う
な
標
本
（
従

　
っ
て
〃
個
の
単
位
が
全
部
異
る
標
本
も
あ
れ
ば
、
只
一
個
の
単
位
の

　
み
を
異
に
し
残
り
（
ミ
ー
Ｈ
）
個
の
単
位
が
同
じ
で
あ
る
よ
う
な
標

　
本
も
あ
る
）
の
可
能
な
限
リ
の
構
成
と
な
り
、
そ
の
理
論
的
な
数
は

　
〃
個
の
単
位
の
中
か
ら
勿
個
取
串
す
「
組
合
せ
」
の
数
と
し
て
求
め

　
ら
れ

　
　
　
　
≧
、
ミ
　
き
、
（
ン
「
Ｈ
）
…
（
き
、
ー
ミ
十
－
）

　
暑
○
ミ
Ｈ
－
ｉ
１
１
　
　
　
　
－
　
－
－
－
－
－
－
－
－
１
－
－
１
－

　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
ミ
（
ミ
ー
Ｈ
）
：
二
：
・
：
Ｈ

　
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
可
能
な
限
リ
の
標
本
の
数
」
を
篶
通
リ
と
す
る
な
ら
ば
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
の
説
明
に
於
て
篶
の
代
り
に
ら
と
置
け
ぱ
よ
い
、
　
（
任
し
洲
の
式
の

　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
説
明
の
場
合
は
若
千
注
意
を
要
す
る
）

　
こ
の
ハ
組
の
標
本
Ｏ
芥
三
に
裁
て
水
め
た
襟
木
平
均
値
〆
の

　
　
　
ｗ

平
均
は汁

略
干
十
帖
（
十
仏
、
・
）

　
Ｈポ

一
ン

佳
意
標
本
調
査
法

宅
＼
、
ミ

】

ト
Ｈ
Ｈ

§
　
、

】
べ
喜

．
“
Ｈ
↑

Ｌ

＝」

（
心
．
◎
。
）

樹
、
ん
一
一
讐
紬
紬
バ
寸

ぷ
篶
、
…
け
一
バ
ギ
バ
篶
ガ

　
　
　
　
　
ー
－
１
－
■
－
一
＼

　
　
勿

　
　
ｐ
（
標
本
の
数
）
　
　
に
於
け
る
〃
個
の
単
伎
の
有
す
る
変

　
　
、
　
〒
　
：
：
　
：
：
、

　
１
　
２
　
　
　
　
ハ

量
グ
ざ
：
五
の
す
べ
て
が
、
同
じ
割
合
で
含
ま
れ
て
い
る
筈
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３
　
　
　
ミ
宅
〉
一

あ
る
か
ら
、
こ
の
〃
個
の
久
の
和
が
　
宅
－
組
あ
る
事
に
な

る
．
、
故
に

　
　
　
　
ミ
≧
＼
、
ミ
　
≧

　
　
＼
い
！
，
｛
…
、
】
、
）

　
　
　
　
　
　
　
、
“
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
書
替
え
ら
れ
、
従
っ
て
”
式
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
考
＼
、
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

　
　
］
　
　
　
　
、
　
　
　
Ｈ
　
　
ミ
～
、
§

　
　
－
！
－
Ｍ
レ
却
キ
Ｈ
－
－
－
－
　
　
－
－
－
－
Ｉ
Ｍ
］
亀
～

　
　
考
、
ミ
↑
－
　
　
　
ミ
≧
＼
、
ミ
　
ン
、
　
、
↑

　
　
　
　
　
　
－
宅
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
り
、
．
之
．
】
さ
Ｈ
、
　
　
（
ド
｛
）
　
　
〔
（
ご
）
片
ｏ
〕

　
　
　
　
　
　
　
」
Ｈ
Ｈ

と
な
る
。
却
ち
理
論
的
な
椴
木
乎
均
分
布
の
平
均
値
は
母
平
均

ｆ
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
そ
の
分
散
２
肝
”
を
求
め
よ
う
。
分
散
は
変
盈
（
斑
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

〆
）
の
そ
の
平
均
値
（
以
式
よ
り
矛
）
よ
り
の
偏
差
の
自
乗
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
立
命
館
経
済
挙
（
第
二
巻
・
斜
一
号
）

平
均
で
あ
る
か
ら

　
中
十
晦
一
平
ミ

　
　
　
　
　
考
タ

　
　
　
　
Ｈ
　
　
Ｉ
も

　
　
　
”
　
　
　
Ｍ
］
§
ト
ー
却
。
。
　
（
ド
ｏ
）
〔
諏
一
禽
理
輯
沸
（
ｏ
、
、
）
片
ｏ
〕

　
　
　
ミ
＼
、
§
市
一

　
　
　
　
　
　
Ｈ
之
、
・

　
鵠
－
蝿
、
、
ポ
恥
冷
、
、
、

　
　
　
　
　
　
↓
蒜
不
；
喜
・
…
・
・
三
一
、

　
　
Ｊ
辻
昨
必
も
“
∴
吟
搬
套
妻
一
婁
・

　
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
　
　
　
）

薮
に
刀
は
”
式
の
■
に
於
て
、
〃
が
自
乗
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ

　
　
　
　
（

る
か
ら

　
　
ち
－
、
、
氷
、
呼
。
。
・

と
書
替
え
ら
れ
る
。
ｏ
は
一
の
標
本
の
を
構
成
す
る
〃
個
の
単

位
を
、
二
個
宛
組
合
せ
て
碍
ら
れ
る
値
の
組
（
ざ
ぎ
↓
、
ミ
）
一

一
蒔
、
臼
、
、
、
一
ン
．
の
教
は
省
あ
る
の
警
、
毛
、
さ

　
　
　
ミ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

の
総
和
Ｍ
Ｍ
↓
、
）
ち
、
さ
を
、
片
組
の
標
本
す
べ
て
に
就
て
求
わ
、

　
　
　
辻
」
、
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
可
能
な
組
合
せ
（
さ
一
さ
・
）
一

　
　
　
　
　
　
　
沽
　
一
真
・
、
”
ド
３
そ
の

　
　
２
、
、
、
、
、
、
、
、
、

数
は
ア
組
あ
る
　
　
の
積
↓
、
、
の
す
べ
て
が
、
同
じ
割
合
で

　
　
〃

含
ま
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
乃
個
の
積
↓
、
、
の
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

；
　
ｓ
）
老
〉
－
ミ
（
§
ｌ
Ｈ
）
宅
、
一

カ
　
　
。
）
－
　
員
ミ
ド
Ｈ
）
．
組
あ
る
事
に
な
る
。
従
つ
て

　
　
　
ミ
（
ミ
ー
Ｈ
）
宅
〉
≧
≧

　
　
○
、
ミ
（
ト
「
－
）
－
池
ｗ
、
、
、
・
、

と
書
く
事
が
出
来
る
。
故
に
眺
式
は

　
斗
、
玲
、
↑
孔
二
、
、
辛
、
苧
。
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
、
ぺ
則
｝
小
、
准
さ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
　
≧
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
　
ミ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
、
箏
叱
、
、
、
十
ミ
９
工
一
詣
、
、
、
、
・
（
；



そ
し
て
母
集
団
分
布
に
於
て

　
干
十
沙
（
よ
↓
）
肥
－
十
抄
暮
。
。
・
、
、
。
、

　
　
　
．
・
．
　
ト
咋
、
、
い
ミ
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
婁
）

　
　
　
　
　
．
ミ
ヱ

上
姦
↓
”
圭
呼
。
、
十
導
き
・
一

　
　
　
　
　
ミ
胃
　
　
　
　
・
　
　
　
　
ミ

　
　
　
．
．
．
　
Ｍ
ｕ
Ｍ
ｕ
ミ
、
ミ
、
Ｈ
宅
｝
副
“
－
Ｍ
ｕ
、
的
、

　
　
　
　
　
吏
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ム

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
。
・
～
・
・
－
宍
ミ
十
“
。
、
）
　
　
　
　
〔
（
ド
釣
）
片
◎
〕

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ド
く
（
ド
く
－
－
）
剖
”
－
亀
『
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

な
る
た
め
、
こ
れ
等
を
〃
式
に
代
人
す
る
事
に
よ
り

　
　
Ｈ
ミ
阯
、
島
１
１
↑
（
ミ
十
宅
）

　
　
ミ
、
ｓ
　
ｏ
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
、
、
－
Ｈ
　
｛
芸
ミ
ー
Ｈ
×
。
，
１
暑
ｓ
肥
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
（
ミ
ー
－
）

　
　
　
　
　
　
　
　
］
，
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
－
一
（
・
的
十
・
・
、
）
十
」
、
凹
Ｊ
（
ヤ
一
）
、
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
ミ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
・
肥
十
只
ミ
ー
Ｈ
）
『
舳

　
　
　
）

こ
れ
を
肺
式
に
代
入
し
て

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
ド
ミ

　
　
　
Ｓ
、
曳
１
１
■
引
■
ミ
ー
Ｈ
　
　
　
　
（
ド
り
）

と
な
る
。
即
ち
理
論
的
な
標
本
平
均
分
布
の
分
散
は
母
分
散
〆

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
宅
ー
ミ
　
　
　
　
一
　
　
　
　
暑
ー
ミ

の
ミ
一
干
一
一
借
で
雲
こ
の
係
数
着
－
・
一
は
。
よ
星

　
）小

パ
る
た
め
、
標
本
平
均
の
分
布
は
母
集
団
分
布
と
平
均
値
は

同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
分
布
の
範
囲
は
母
集
団
分
布
よ
り
も
狭

い
の
で
あ
る
。

　
１
）
ミ
Ｖ
Ｈ
討
ぴ
属
ｓ
■
、
－
ミ
〈
暑
－
Ｈ
〈
、
、
（
ミ
ー
Ｈ
）

　
　
　
亀
－
ミ

　
．
．
．
　
　
　
　
〈
Ｈ

　
　
ミ
（
ミ
ー
Ｈ
）

）
”
式
よ
り
標
本
平
均
分
布
の
標
準
偏
差
は

　
　
膏
ｕ
恥
く
恥
｝
　
　
　
（
ド
、
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

で
あ
り
、
こ
れ
を
平
均
値
で
除
し
て
相
対
化
し
た
変
異
係
数
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

は
、
母
集
団
分
布
の
変
異
係
数
を
、
Ｈ
刈
と
す
る
と

　
　
膏
－
｛
ぺ
－
＼
ぺ
く
状
｝
　
　
　
　
（
ド
、
、
）

で
あ
る
。

　
　
　
　
）

　
そ
し
て
”
式
に
於
て
亙
が
無
限
大
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
ト

　
　
ー
旨
　
　
　
　
－
；
　
　
　
ミ
ｋ
Ｈ
ｈ
　
（
ド
冒
）

　
　
ミ
↓
Ｓ
『
、
曲
、
Ｈ
宅
↓
Ｓ
　
一
ミ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
司

と
な
る
。
故
に
母
集
団
の
大
い
さ
ガ
無
限
大
却
ち
無
限
母
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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命
館
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済
学
（
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二
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号
）

の
場
合
は
、
標
本
平
均
分
布
の
分
散
は
母
集
団
の
大
い
さ
に
無

関
係
に
、
、
標
本
の
大
い
さ
並
に
母
分
散
の
値
に
よ
っ
て
決
る

の
で
あ
る
。
尚
母
集
団
の
大
い
さ
〃
が
有
限
、
て
あ
っ
て
も
、
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
く
－
§

出
単
位
数
”
に
比
し
て
極
め
て
大
で
あ
り
、
干
↓
１
「
十
Ｈ
と

し
て
取
扱
っ
て
も
計
算
上
差
麦
え
な
い
程
度
の
大
い
さ
で
あ
る

奮
為
式
を
用
い
る
事
奮
来
る
。
従
一
て
望
呉
｝

を
有
限
母
集
団
修
正
穿
ぎ
看
署
Ｈ
葦
昌
８
冒
¢
・
ま
目
　
叉
は

有
隈
乗
数
穿
ま
旨
隼
｛
一
胃
と
い
う
。

〉２（

確
率
分
布
、
期
望
値
計
算

　
今
母
集
団
兀
よ
り
〃
個
の
単
位
を
抽
出
し
て
標
本
Ｏ
を
作
り

標
本
平
均
値
〆
を
計
算
す
る
時
、
前
項
に
考
察
し
た
み
個
の
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

の
何
れ
か
一
の
値
を
仁
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
〃
個
の
単
位
の

抽
出
従
っ
て
標
本
の
構
成
が
無
作
為
算
…
己
ｏ
旨
に
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
ハ
個
○
〆
の
何
れ
が
と
ら
れ
る
か
は
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

偶
然
的
に
決
り
、
従
っ
て
各
〆
の
出
る
可
能
性
（
即
ち
確
卒
）

は
そ
の
存
在
の
割
合
．
（
桐
対
的
度
数
）
に
よ
っ
て
決
る
ｏ
で
あ
■

つ
て
、
こ
の
場
合
は
す
べ
て
・
弓
奪
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
．
１
）
　
「
確
率
」
の
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
つ
　
「
一
の
事
象
Ｅ
が
、

　
す
べ
て
等
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
％
個
の
可
能
な
場
合
の
う
ち

　
の
刎
個
の
場
合
に
就
て
起
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
畝
事
象
五
の
確
率
は

　
刎
７
と
定
義
す
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
無
作
為
操
作
の
結
果
と
し
て
刈
灼
…
仰
の
何
れ

か
を
と
る
変
数
冬
が
あ
っ
て
、
…
が
刈
的
…
仰
を
と
る
確
率
が

　
　
　
　
１
　
２
　
　
　
　
火

ユ
、
れ
ぞ
れ
ク
ク
…
／
で
あ
る
時
は
、
こ
の
よ
う
な
変
数
冬
を
確

卒
変
数
量
邑
◎
旨
く
彗
ぎ
巨
ｏ
と
い
う
。
こ
の
刈
や
：
～
に
そ
れ

　
　
　
　
　
１
　
２
　
　
　
　
ん

ぞ
れ
の
確
率
ク
！
…
ク
を
相
対
的
度
数
と
し
て
与
え
た
も
の
の

分
布
を
、
冬
の
確
率
分
布
冒
ｏ
ヴ
争
蔓
｛
ｏ
ぎ
Ｈ
亭
鼻
｛
昌
と
い

う
。
そ
し
て
無
作
為
操
作
の
結
果
現
実
に
冬
が
と
る
値
を
確
率

変
数
の
実
現
値
と
い
う
。
標
本
抽
出
の
場
合
で
い
え
ば
標
本
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

均
値
〆
は
確
率
変
数
で
あ
り
、
そ
れ
の
実
現
値
〆
（
～
…
戸
ギ
・
“

　
　
　
　
　
　
　
　
刎

考
〉
）
は
等
確
率
１
１
の
一
様
確
卒
分
布
を
な
す
と
い
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

で
あ
る
。

　
ン
、
し
て
こ
の
無
作
為
操
作
を
実
際
に
多
数
回
繰
返
す
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

、
言
の
実
現
伎
の
分
布
は
予
め
理
論
的
に
判
っ
’
て
い
る
｛
の
確
卒

分
布
を
以
て
近
似
さ
れ
る
事
が
、
実
験
に
よ
り
経
験
的
に
訣
明

さ
れ
る
の
で
あ
る
、
　
（
こ
れ
を
経
験
的
大
数
法
則
・
旨
官
ユ
ｇ
－



巨
考
◎
二
彗
需
昌
冒
ゴ
轟
と
い
う
、
、
）
例
え
ば
殺
子
を
投
げ
る

場
合
１
か
ら
６
迄
の
各
目
の
出
る
可
能
性
は
、
殿
子
が
正
確
な

等
六
面
体
に
作
ら
れ
て
居
り
投
げ
方
に
特
定
の
傾
向
が
な
い
限

り
、
す
べ
て
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
投
殿
の
緒
果

出
る
目
の
数
は
１
か
ら
６
迄
の
値
を
と
る
確
率
変
数
で
あ
り
、

確
率
－
一
６
の
一
．
様
確
率
分
布
を
な
す
と
い
え
る
。
実
際
に
駿

子
投
げ
を
多
数
回
繰
返
し
出
た
目
の
度
数
分
布
を
作
る
と
、
そ

れ
は
略
事
相
対
的
度
数
１
６
の
一
様
分
布
を
な
し
、
投
骸

回
数
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
益
三
理
論
的
な
１
万
の
一
様
確

率
分
布
に
収
敷
す
る
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
母
集
団
冗

よ
り
大
い
さ
〃
の
標
本
Ｏ
を
繰
返
し
て
無
作
為
に
構
成
す
る
時

得
ら
れ
る
標
本
平
均
値
〆
の
実
現
値
の
分
布
は
、
標
本
の
数
従

っ
て
〆
の
数
が
増
加
す
る
に
連
れ
て
、
梢
対
的
度
数
が
前
項
に

考
察
し
た
〆
の
理
論
的
な
標
本
平
均
分
布
に
等
し
く
な
っ
て
行

く
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
確
率
変
数
…
の
確
卒
分
布
の
状
態
は
度
数
分
布
の
場
合
と
同

様
に
、
そ
の
平
均
値
、
分
散
等
を
求
め
分
布
の
形
を
調
べ
る
事

に
よ
っ
て
規
定
す
る
事
が
出
来
る
。

　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
確
率
変
数
冬
の
確
率
分
布
の
（
算
術
）
平
均
値
を
期
望
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
　
　
　
　
１
〉

（
叉
は
期
待
値
）
異
肩
ｇ
＆
葦
二
　
と
い
い
到
と
記
す
。
　
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

っ
て
期
望
値
は
平
均
値
の
定
義
式
¢
よ
り
、
確
率
変
数
…
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

り
得
る
可
能
な
す
べ
て
の
値
刈
灼
：
ふ
に
、
各
値
を
と
る
確
率

ハ
＾
：
・
〃
を
乗
じ
て
合
計
す
る
事
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
向
（
仙
）
Ｈ
＞
３
＋
笠
３
＋
…
十
心
キ
台
キ
Ｈ
Ｍ
】
ぎ
き
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
◎
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
１
Ｉ
Ｈ

　
１
）
　
確
率
変
数
冬
の
確
率
分
布
の
平
均
値
を
「
期
望
値
」
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
は
、
そ
れ
が
平
均
し
て
一
回
の
無
作
為
操
作
の
結
果
実
現
す
る
と
期

　
待
し
得
る
値
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
蓋
し
無
作
為
操
作
の
多
数
回

　
（
例
え
ば
〃
回
）
反
覆
の
結
果
実
現
す
る
値
の
総
和
は
、
そ
の
実
現

　
値
の
分
布
が
大
数
法
則
の
作
用
に
よ
り
そ
の
確
率
変
数
冬
の
理
諭
的

　
な
確
率
分
布
を
以
て
近
似
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら

　
（
ミ
〉
）
夕
十
（
ミ
ド
）
３
＋
…
十
（
ミ
～
冷
）
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
・
む

　
で
あ
る
。
　
（
但
し
〃
は
〃
個
の
実
現
値
申
の
巧
の
数
）
従
っ
て
平
均

　
一
回
の
無
作
為
操
作
に
於
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
値
に
は

　
単
、
－
十
笠
↓
帖
十
・
：
十
～
汁
ミ
ト

　
を
期
待
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
確
卒
変
数
の
期
望
値
計
算
は
確
率
分
布
の
状
態
の
規
定

に
於
て
重
要
な
役
割
を
減
ず
る
の
で
あ
る
。
故
に
確
率
変
数
の

期
望
値
の
計
算
に
就
て
成
立
す
る
諾
関
係
を
説
明
し
よ
う
。

　
先
づ
確
率
変
数
冬
の
自
乗
¢
も
亦
確
卒
変
数
で
あ
っ
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
立
命
館
経
済
掌
へ
第
二
巻
・
第
一
号
）

の
期
望
値
は
…
の
と
り
得
る
す
べ
て
の
値
篶
（
“
Ｈ
Ｈ
恥
…
＼
）
の

自
乗
と
、
各
値
を
と
る
確
率
九
（
、
｛
ト
ー
・
＼
）
の
積
の
総
和
で

あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
“

　
　
Ｎ
（
惚
）
１
１
】
｝
も
“
　
　
　
　
（
ド
崖
・
）

　
　
　
　
　
“
１
ｌ
Ｈ

一
般
に
確
率
変
数
冬
の
函
数
雌
の
期
望
値
は

　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
、
｛
＼
（
伽
）
｝
１
Ｉ
Ｍ
享
糸
ぷ
）
　
．
　
（
ド
旨
）

　
　
　
　
　
　
｛
１
１
－

で
定
義
さ
れ
る
。

　
次
に
二
の
確
率
変
数
｛
、
ワ
の
和
巾
十
“
も
亦
確
率
変
数
で

　
　
　
１
）

あ
っ
て
、
そ
の
期
望
値
は
冬
の
期
望
値
と
ワ
の
期
望
値
と
の
和

に
等
し
い
。
即
ち

　
　
Ｎ
（
小
十
ｓ
）
Ｈ
Ｎ
（
伽
）
十
、
（
ミ
）
　
　
　
　
（
ド
富
）

こ
れ
を
証
明
し
よ
う
。
確
卒
変
数
冬
は
値
刈
灼
…
〃
を
確
率
Ａ

Ａ
…
九
を
以
て
と
り
、
ワ
は
値
ハ
〃
：
・
カ
を
確
卒
孔
９
２
－
％
を

以
て
と
る
妄
る
。
す
る
と
王
は
享
三
皿
サ
い
一

の
〃
個
の
値
を
と
り
得
る
事
と
な
る
。
新
確
卒
変
数
岬
十
“
が

値
ま
十
き
を
と
る
確
率
を
、
（
夕
｝
）
で
表
す
と
、
岬
十
“
の

期
望
値
は
期
望
値
の
定
義
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
ト
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
、
（
岬
十
ｓ
）
Ｈ
Ｍ
ｕ
Ｍ
ｕ
、
（
さ
－
ミ
、
）
・
（
（
十
、
』
）

　
　
　
　
　
　
へ
１
１
迂
皿
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
　
　
　
“
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
　
　
１
１
Ｍ
］
Ｍ
］
、
（
き
一
、
～
）
・
き
十
Ｍ
ｕ
Ｍ
］
、
（
ぶ
－
刊
、
、
）
・
、
～

　
　
　
　
糾
０
ご
１
Ｉ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
“
皿
こ
１
１
一

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
却

　
　
　
　
Ｈ
Ｍ
］
よ
｛
Ｍ
く
、
（
ぶ
一
、
、
）
｝
十
Ｍ
ピ
、
ユ
Ｍ
］
＼
、
（
ぶ
一
、
、
）
｝

　
　
　
　
“
０
Ｈ
　
　
～
１
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
１
１
一
　
　
｛
１
Ｉ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
■
ｉ
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
～

け
だ
し
　
Ｍ
、
（
ミ
一
ご
）
１
１
、
（
き
ミ
。
）
十
、
（
き
二
岨
）
十
…
十
、
（
ミ
ニ
。
）

　
　
　
～
ｏ
－

で
あ
り
、
冬
が
或
る
値
篶
を
と
る
時
刀
が
ハ
か
ら
〃
迄
可
能
な

す
べ
て
の
値
を
と
る
確
率
の
合
計
で
あ
る
か
ら
、
結
局
ワ
の
と

る
値
に
無
関
係
に
、
冬
が
～
を
と
る
確
率
く
に
等
し
い
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷

あ
る
。
全
く
同
様
に
し
て
】
、
（
ま
ご
）
Ｈ
ｅ
が
い
え
る
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽
１
１
一

　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
～

　
　
Ｎ
（
仙
十
ｓ
）
Ｈ
Ｍ
］
ぎ
き
十
Ｍ
ｕ
、
～
、
、
ｎ
■
（
小
）
十
Ｎ
（
ｓ
）

　
　
　
　
　
　
“
１
ー
ド
　
　
　
」
１
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
温
粛
ｏ
〕

　
１
）
　
例
え
ば
二
個
の
殿
子
を
投
げ
て
閏
る
目
の
和
を
考
え
る
と
、
そ

　
れ
は
２
１
１
２
の
各
値
を
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
確
率
を
以
て
と
る
変
数
で

　
あ
る
か
ら
、
こ
れ
亦
確
率
変
数
で
あ
る
。

　
こ
の
関
係
は
〃
個
の
確
率
変
数
己
も
－
む
の
和
に
拡
張
す
る

事
が
出
来
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
場
合
は
次
の
式
が
成
立
つ
の

で
あ
る
。

　
　
～
（
町
十
“
十
…
十
岬
ミ
）
Ｈ
、
（
岬
）
十
、
（
“
）
十
…
十
、
（
９
）
（
心
・
冒
）

　
　
　
　
　
　
引

こ
れ
の
証
明
も
肌
式
の
証
明
と
同
様
に
し
て
行
う
事
が
出
来
る

　
　
　
　
　
　
／
、



の
で
省
略
す
る
。

　
次
に
二
の
確
率
変
数
冬
、
刀
の
積
師
も
亦
確
率
変
数
で
あ
る

が
、
そ
の
期
望
値
肉
（
９
）
は
必
ず
し
も
冬
の
期
望
値
、
（
岬
）
と
ワ

の
期
望
値
、
（
“
）
の
積
、
（
岬
）
肉
（
勺
）
に
等
し
く
は
な
い
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

っ
て
、
た
だ
…
と
ワ
と
が
相
互
に
独
立
（
無
関
係
）
な
る
場
合

に
の
み

　
　
、
（
９
）
１
１
Ｎ
（
小
）
Ｎ
（
己
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ー
ｃ
ｃ
）

土
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
様
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。
今

冬
は
値
刈
や
－
柳
を
確
率
く
く
…
〈
を
以
て
と
り
、
刀
は
値
ハ

ル
：
・
〃
を
確
率
９
１
％
・
－
の
を
以
て
と
る
と
す
る
。
す
る
と
勿
は

婁
亘
岬
：
亨
〃
個
の
隻
気
票
葦
奮

値
を
と
る
確
率
は
、
冬
と
刀
と
が
相
互
に
独
立
で
あ
る
か
ら
、

》
掌
で
あ
る
。
け
だ
し
冬
と
ワ
と
が
桐
互
独
立
、
即
ち
冬
が
灼

を
と
る
の
と
刀
が
〃
を
と
る
の
と
は
無
関
係
で
あ
る
た
め
、
冬

が
～
を
と
る
時
に
刀
が
〃
を
と
る
確
率
は
冬
の
と
る
値
の
如
何

に
拘
ら
ず
幻
で
あ
り
、
或
は
叉
ワ
が
〃
を
と
る
時
に
冬
が
篶
を

と
る
確
率
は
孔
か
と
る
値
に
関
係
な
く
く
で
あ
る
か
ら
、
冬
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

篶
を
、
ワ
が
ハ
を
同
時
に
と
る
確
率
は
、
確
率
の
乗
法
定
理
に

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法

よ
り
、
も
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
句
の
期
望
値
は

　
　
　
　
　
“
、
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
、
　
　
　
ｏ
。
）

　
　
卜
（
９
）
ｕ
Ｍ
】
、
ミ
）
ミ
ご
ｕ
Ｍ
３
さ
（
Ｍ
へ
、
）
）
Ｈ
Ｎ
（
岬
）
肉
（
ｓ
）

　
　
　
　
｛
０
－
“
１
１
一
　
　
　
　
　
　
　
心
“
一
　
　
　
～
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
閨
彊
溝
ｏ
〕

　
１
）
　
例
え
ば
１
か
ら
１
０
迄
の
数
字
を
記
入
し
た
十
個
の
球
が
入
っ
て

　
い
る
壷
の
申
か
ら
、
引
続
い
て
二
個
の
球
を
抽
串
す
る
時
は
、
最
初

　
の
球
の
数
字
が
例
え
ば
３
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
回
目
の
球
の
数
字
は

　
決
し
て
３
で
は
か
リ
得
ず
３
以
外
の
数
字
で
あ
る
か
ら
、
１
一
回
目
の

　
数
字
と
二
回
目
の
数
字
と
は
相
互
に
無
関
係
（
独
立
）
で
は
な
い
の
で

　
あ
る
。
し
か
る
に
最
初
に
抽
閏
し
た
球
を
元
へ
戻
し
て
か
ら
二
回
目

　
を
抽
串
す
る
な
ら
ば
、
二
回
目
の
数
字
は
一
回
目
の
数
字
と
同
様
１

　
１
１
０
の
何
れ
か
の
値
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
相
互
に
無
関
係
（
独
立
）

　
で
あ
る
。

　
２
）
　
確
率
の
乗
法
定
理
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
「
事
象
ガ
の
現
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
確
率
が
《
で
あ
リ
、
事
象
４
が
現
れ
た
時
に
事
集
４
が
現
れ
る
確
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
が
＾
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
事
象
４
，
４
が
同
時
に
現
れ
る
確
率
は

　
〉
×
｝
で
あ
る
。
」
け
だ
Ｌ
４
は
４
が
現
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
現
れ

　
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
均
の
現
れ
る
可
能
性
＾
の
上
に
払
の
現
れ
る

　
可
能
性
＾
が
被
さ
っ
て
始
め
て
、
、
４
，
４
の
併
起
す
る
可
稲
性
と
な

　
る
か
ら
で
あ
る
。

　
３
）
　
＾
、
刎
は
・
１
の
計
算
に
於
て
は
常
数
と
な
リ
、
ゴ
に
就
て
の
和

　
、

　
】
の
外
に
約
し
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
、
、

　
」
Ｈ
－

　
一
般
に
〃
個
の
確
卒
変
数
己
ら
－
む
が
相
互
に
狼
立
な
ら
ば

　
　
、
（
甘
小
。
９
…
£
）
１
１
Ｎ
（
岬
）
Ｎ
（
～
。
・
）
…
肉
（
タ
）
　
　
　
（
ド
一
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

が
成
立
す
る
。
何
と
な
れ
ば
＆
…
ら
が
相
互
に
独
立
な
ら
ば
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
ら
…
む
と
も
独
立
で
あ
る
か
ら
、
皿
式
よ
り
向
（
小
一
…
岬
ミ
）
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

肉
（
ゆ
）
向
（
卯
Ｎ
…
卯
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
繰
返
す
事
に
よ
り
由
（
甘

…
ｇ
）
Ｈ
向
（
甘
）
：
亀
（
卯
）
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
。

　
叉
確
率
変
数
冬
に
常
数
”
を
乗
じ
た
値
確
も
確
率
変
数
で
あ

っ
て
、
そ
の
期
望
値
は
｛
の
期
望
値
の
〃
倍
で
あ
る
。

　
■
（
幕
）
Ｈ
亀
向
（
岬
）
一
　
　
§
１
１
８
寡
戸
　
（
ド
８
）

な
ん
と
な
れ
ば

　
、
（
鼻
）
１
１
＞
亀
ざ
十
、
志
３
＋
…
十
、
ミ
↑
ト

　
　
　
　
Ｈ
只
〉
〉
十
ぎ
よ
十
…
十
、
ト
、
ト
）
Ｈ
§
、
（
仰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
常
温
祷
ｓ
〕

　
常
数
ｏ
の
期
望
値
は
ｏ
に
等
し
い
。
即
ち

　
、
（
§
）
Ｈ
§
　
　
　
　
　
’
　
　
（
ド
賞
）

　
　
　
　
　
　
訓
、

な
ん
と
な
れ
ば
ユ
式
に
於
て
岬
Ｈ
ミ
従
っ
て
』
、
“
」
・
一
（
＼
Ｕ
戸
押

　
　
　
　
　
　
ｅ

…
＼
）
と
置
く
と

　
、
（
ミ
）
１
１
〉
ミ
十
｝
§
十
…
十
～
ミ
ｎ
ミ
（
＞
十
き
十
…
十
～
キ
）
１
１
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
■
－
－
－
！
■
ｉ
；
Ｈ
　
…
↓
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
「
．
．
．
．
　
講
橋
貫
１
∴
囎
ｅ
詰
茸
言
隅
薄
，
（
一

　
　
　
　
「
　
き
亨
い
（
罫
謡
三
一
儀
彗
」
ワ
一
婁
奮
〕

　
さ
て
次
に
確
率
分
布
の
分
散
並
に
そ
の
計
算
に
於
て
成
立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

る
諾
関
係
を
説
明
し
よ
う
。
確
率
変
数
冬
の
確
卒
分
布
の
分
散

を
で
、
標
準
偏
差
を
狐
、
で
表
す
な
ら
ば
、
標
準
偏
差
の
定
義
式

－
７

げ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
「
（
卯
）
１
１
点
“
Ｍ
阜
｛
さ
ー
肉
（
巾
）
｝
、

　
　
　
　
　
　
へ
“
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

こ
れ
は
冬
の
函
数
京
－
由
（
岬
）
｝
。
の
期
望
値
で
あ
る
た
め
、
　
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

式
よ
り

　
　
ヌ
小
）
１
１
ふ
Ｈ
■
｛
岬
－
、
（
小
）
｝
、
　
　
　
（
ド
畠
）

と
書
け
る
。
２
２
式
は
次
の
よ
う
に
変
形
す
る
事
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
似

　
　
ぷ
、
伽
）
”
、
穴
－
戸
小
）
｝
舳
ｎ
肉
｛
小
岨
－
心
卯
、
（
伽
）
十
（
～
伽
）
的
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
．
Ｎ
（
卯
）
耳
諦
薄
（

　
　
　
－
、
一
一
。
。
一
↓
肉
６
、
一
Ｃ
＋
一
肉
０
。
。
一
簑
暮
一
§
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
．
心
Ｈ
）
丙
片
ｓ

　
　
　
Ｈ
、
（
叩
）
１
（
、
岬
）
Ｎ
　
　
　
　
（
Ｎ
．
轟
）

　
　
引

却
ち
ぺ
は
冬
の
自
乗
の
期
望
値
よ
り
｛
の
期
望
値
の
自
乗
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

い
た
も
の
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
　
（
こ
れ
は
“
式
に
梢
当
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
割
、

叉
”
式
よ
り

　
　
（

　
、
（
叩
）
ｕ
ミ
伽
）
十
（
、
岬
）
帥
　
　
　
　
（
Ｎ
一
Ｎ
｛
）

故
に
｛
Ｏ
白
乗
の
期
望
彼
は
、
１
．
｛
の
分
散
と
一
〆
、
Ｏ
期
望
値
の
白

乗
と
Ｏ
和
に
等
し
い
Ｏ
、
て
あ
る
、
こ
Ｏ
関
係
は
よ
く
用
い
ら
れ

る
。



　
若
し
確
率
変
数
冬
に
常
数
ｏ
が
掛
っ
て
い
る
な
ら
ば

　
　
、
ぺ
§
岬
）
１
１
亀
ヌ
、
小
）
　
　
　
　
（
ド
蟹
）

で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば

　
　
ミ
幕
）
Ｈ
～
｛
県
１
■
（
県
）
｝
。
。
１
Ｉ
Ｎ
｛
幕
－
ｌ
ｓ
Ｎ
（
小
）
て

　
　
　
１
ー
ミ
肉
宗
－
■
（
岬
）
｝
ｏ
１
１
も
ミ
岬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
宵
濁
祷
ｄ
〕

　
冬
と
ワ
と
が
棉
互
に
独
立
な
確
率
変
数
な
ら
ば

　
　
ヌ
岬
十
・
一
）
Ｈ
、
（
岬
）
十
、
パ
ｓ
）
　
　
　
　
（
ド
心
ｏ
）

こ
れ
を
証
明
す
る
と

　
　
ヌ
巾
十
ミ
）
Ｈ
～
｛
（
巾
十
ｓ
）
－
卜
（
岬
十
ｓ
）
て

　
　
　
１
１
～
｛
（
岬
１
、
巾
）
十
（
｛
－
、
ｓ
）
｝
的

　
　
　
Ｈ
も
｛
（
小
－
Ｎ
岬
）
心
十
（
ｓ
ｌ
■
ｄ
）
凹
十
心
（
巾
１
、
巾
）
（
ミ
ー
Ｎ
ｓ
）
｝

　
　
　
１
１
、
（
小
１
、
岬
）
、
十
、
（
ｓ
ｌ
，
ｓ
）
。
。
十
Ｎ
、
｛
（
～
１
Ｎ
仙
）
（
ｓ
ｌ
向
｛
）
｝

し
か
る
に
冬
と
刀
と
は
相
亙
独
立
な
る
た
め
、
蝸
式
よ
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
、
｛
（
岬
－
、
卯
）
（
ｓ
ｌ
肉
ｓ
）
｝
１
１
、
（
岬
－
Ｎ
岬
）
卜
（
ｓ
ｌ
Ｎ
ｓ
）
１
ｌ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
．
．
恥
新
貼
｝
篶
け
“
打
６
９
〕

　
一
．
一
ミ
小
十
一
、
）
”
、
（
巾
１
、
巾
×
十
Ｎ
（
３
Ｉ
Ｎ
ｓ
｝
Ｈ
、
べ
伽
）
十
ヌ
ｓ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
閏
蜀
恭
ｄ
〕

　
　
惟
意
標
本
調
査
法

　
一
般
に
〃
個
の
確
率
変
数
争
も
：
６
）
が
相
互
に
独
立
な
ら
ば

　
　
、
（
甘
十
ぴ
十
…
十
岬
§
）
ｈ
“
、
（
町
）
十
「
（
ぴ
）
十
…
十
「
（
９
）
ｎ
ド
心
べ
）

こ
れ
は
朋
式
の
証
明
と
同
様
に
し
て
証
明
さ
れ
る
の
で
省
略
す

　
　
　
戸
旧

る
。　

尚
確
率
変
数
冬
の
確
率
分
布
の
標
転
偏
差
へ
を
そ
の
期
望
値

旬
刃
で
除
し
て
棚
対
化
し
た
値
を
、
冬
の
変
異
係
数
と
い
い
Ｇ
、
で

表
す

　
　
　
　
ｑ
而

　
ｐ
ｎ
貞
舳
）
　
　
　
（
ド
轟
）

　
二
の
確
率
変
数
｛
、
刀
の
相
関
確
率
分
布
に
於
て
は
、
冬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

ワ
の
間
の
共
変
最
Ｏ
○
く
（
仰
勺
）
及
び
相
関
係
数
処
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
れ
に
就
て
は
後
に
必
要
な
箇
処
に
於
で
述
べ
る
事
に
す

る
。

　
　
６
）
８
）
１
）

　
瞳
　
４
４
刃
式
の
証
明
の
過
程
に
於
て
確
率
に
就
て
の
計
算
を
直
観

　
　
ｏ
ｏ
ｏ

　
　
的
に
説
明
し
た
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
れ
の
正
確
な
証
明
は
確
率

　
　
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
任
意
標
本
理
諭
に
於
て
は
確
率
分
布
た
る
標
本
分
布
の
状
態

を
調
べ
る
の
に
、
そ
の
期
望
値
、
分
散
等
を
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
以
上
に
述
べ
た
期
望
値
計
算
の
諾
公
式
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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る
と
、
そ
れ
は
極
め
て
容
易
に
計
算
す
る
事
が
出
来
る
。
前
項

に
於
て
既
に
計
算
し
た
標
本
平
均
分
布
の
期
望
値
及
び
分
散
を
、

今
一
度
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
求
め
て
み
よ
う
。

　
そ
の
前
に
母
集
団
冗
よ
り
一
個
の
単
位
を
抽
出
す
る
時
得
ら

れ
る
値
、
久
の
標
本
分
布
の
期
望
値
と
分
散
を
計
算
し
て
置
く
と

便
利
で
あ
る
。
冗
よ
り
一
個
の
単
位
を
捕
出
す
る
時
得
ら
れ
る

値
は
刈
灼
…
以
の
何
れ
か
で
あ
り
、
且
任
意
抽
出
で
あ
る
た
め

ど
れ
も
そ
れ
の
抽
か
れ
る
可
能
性
（
確
率
）
は
等
し
く
１
Ｎ

で
あ
る
。
抽
出
さ
れ
た
単
位
の
変
量
、
瓜
が
勺
な
る
値
を
と
る
確

率
を
如
す
、
ｕ
３
｝
と
書
く
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
“
｛
暮
、
１
１
３
｝
Ｈ
羊
マ
、
１
１
ざ
｝
Ｈ
…
１
１
“
マ
、
ｎ
ミ
己
１
１
■
「

従
つ
て

　
　
　
　
　
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
　
　
　
ー

　
　
Ｎ
（
↑
、
）
Ｈ
Ｍ
さ
羊
？
、
１
ー
よ
｝
Ｈ
オ
悩
３
１
１
も
　
　
（
ド
轟
）

　
　
　
　
　
、
Ｈ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑

　
　
＼
（
、
、
）
ｕ
、
（
、
、
－
計
）
、
ｎ
Ｍ
（
５
－
亀
）
、
羊
？
、
ｎ
さ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
－

　
　
　
　
　
Ｈ
宅

　
　
　
　
Ｈ
オ
，
Ｍ
（
さ
１
１
勾
）
”
と
”
　
　
（
轟
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
）
”
－

故
に
、
五
の
確
卒
分
布
の
期
望
値
は
母
平
均
に
等
し
く
、
分
散
は

母
分
散
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
邸
ち
、
瓜
の
標
本
分
布
は
母
集
団

分
祁
に
一
敦
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
二

　
さ
て
標
本
．
平
均
分
布
の
期
望
値
は

　
　
　
　
　
　
　
一
ｓ
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
民
（
ぺ
、
）
Ｈ
、
（
“
Ｍ
§
、
～
）
Ｈ
↓
】
、
（
§
、
、
）

　
　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
Ｈ
　
　
　
　
　
、
“
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
（
竃
Ｏ
）
（
ご
べ
）
石
片
二

　
　
つ

薮
に
ひ
は
母
集
団
冗
よ
り
一
個
抽
出
す
る
時
得
ら
れ
る
値
の
期

　
　
万
　
　
　
　
　
－

望
値
で
あ
る
。
故
に
刎
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
Ｈ
§

　
Ｎ
（
剖
、
）
１
１
１
－
Ｍ
盲
Ｈ
制
　
　
　
　
（
心
・
○
◎
Ｈ
）

　
　
　
　
　
ミ
、
－

分
散
は

　
　
只
汁
、
）
Ｈ
Ｎ
（
副
、
－
、
）
、
Ｈ
ｂ
（
冷
、
。
。
）
－
｝
”
〔
（
ド
轟
）
石
汽
ｄ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
Ｈ
・
一

　
灘
Ｌ
蝿
一
向
（
訓
、
舳
）
Ｈ
Ｎ
（
引
】
、
、
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
ｓ
　
　
．
　
、
。
心
’
・
．
・
１

　
　
　
　
　
　
　
　
、
引
ぷ
脳
、
、
岨
羊
池
ｗ
、
、
、
、
、
）

　
　
　
　
　
　
↓
琢
乏
、
・
十
雌
向
（
、
・
、
主
（
、
・
。
、
、

右
辺
第
一
項
の
由
（
↓
、
、
）
は
、
母
集
団
冗
よ
り
只
一
個
捕
出
し
た

時
得
ら
れ
る
値
の
自
乗
の
標
本
分
布
の
期
望
値
で
あ
る
。
故
に

　
　
　
　
　
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
≧

　
共
暮
、
、
）
、
犯
、
。
。
、
、
、
｛
、
、
、
、
、
一
、
オ
吏
旨
、
、

叉
右
辺
第
二
項
の
、
（
久
ミ
、
、
）
は
、
冗
よ
り
二
個
引
続
い
て
抽

出
す
る
時
得
ら
れ
る
値
の
組
（
３
、
二
、
。
）
の
積
↓
、
二
、
、
・
の
標
本
分

布
の
期
望
値
で
あ
る
。
ン
、
し
て
兀
よ
り
二
個
引
続
い
て
抽
出
す

る
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
値
の
組
の
理
論
的
な
数
は
、
〃
個
の



単
位
中
よ
り
一
．
一
個
の
単
位
を
取
出
す
「
順
列
」
の
数
と
し
て
得

ら
れ
る
た
め
、
ミ
蝉
ｕ
宅
（
考
－
Ｈ
）
通
り
で
あ
る
。
実
際
に
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

個
の
単
位
の
任
意
抽
出
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
値
の
組
は
こ
の
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｗ

組
似
何
れ
か
で
あ
り
、
且
そ
の
各
峯
は
抽
出
さ
れ
る
可
能
性

（
確
率
）
は
す
べ
て
等
し
い
か
ら

　
ミ
・
、
、
害
ぶ
、
－
三
４
（
ヤ
一
）
・
奪
、
、
、
．
を
）

で
あ
る
。
従
グ
て

　
　
　
　
　
　
ミ
ミ

　
　
肉
（
も
、
、
、
“
）
１
１
凶
Ｍ
３
３
・
羊
マ
、
一
１
１
３
一
、
、
Ｎ
Ｈ
３
・
｝

　
　
　
　
　
　
～
米
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
ミ
ミ

　
　
　
　
　
Ｈ
員
ミ
上
）
池
ｗ
、
、
旨
、
、

　
　
）

故
に
遡
式
は

　
　
¢

　
　
・
（
き
－
工
牡
十
苧
・
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
難
一
ミ
汁
一
一
艦
ミ
÷

　
　
　
　
　
－
十
卒
冷
。
。
羊
松
汽
窪
晋
土

　
　
　
　
　
　
－
　
　
宅
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
　
≧
ミ

　
　
　
　
　
、
・
ミ
胆
、
。
．
・
十
ミ
一
干
・
一
蝪
、
、
、
、
、

こ
れ
は
〃
式
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
前
と
同
様
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
ｋ
く
－
ミ

　
■
（
§
、
ｏ
）
“
と
咀
十
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
　
ミ
（
ミ
ー
Ｈ
）

　
　
任
意
標
本
鯛
査
法

故
に

　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
ー
ミ

　
　
、
（
剣
、
）
ｎ
Ｊ
「
ミ
ー
Ｈ
　
　
　
（
ド
◎
。
・
。
）

　
　
　
ミ
　
　
§

　
１
）
】
Ｍ
Ｈ
Ｈ
ミ
（
ミ
ー
Ｈ
）
■
け
だ
し
抽
串
さ
れ
た
％
個
の
単
位
を
二

　
　
　
、
米
、

　
個
宛
（
順
序
を
附
け
て
）
組
合
せ
る
場
合
の
数
は
ミ
）
Ｈ
ミ
（
ミ
ー
Ｈ
）

　
通
リ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
確
率
分
布
た
る
標
本
分
布
の
形
は
、
母
集
団
の
分
布

の
形
並
に
標
本
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
単
位
の
数
及
び
母
数
を
推

定
す
る
た
め
の
統
計
量
の
函
数
形
に
よ
っ
て
決
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
は
正
規
分
布
、
二
項
分
布
、
弓
◎
雰
昌
分
布
、
ｔ
分
布
、

が
分
布
、
Ｆ
分
布
、
Ｚ
分
布
等
が
あ
る
。
し
か
し
標
本
平
均
値

及
び
標
本
比
例
数
の
分
布
は
、
標
本
の
大
い
さ
〃
が
充
分
に
大

で
あ
る
な
ら
ば
（
即
ち
大
標
本
の
場
合
は
）
、
母
集
団
の
分
布

形
の
如
何
に
拘
ら
ず
正
規
分
布
に
近
い
分
布
を
な
す
事
が
数
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

的
に
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
杜
会
統
計
調
査
に
於
て
は
抽
出

単
位
数
は
殆
ど
薮
に
い
う
大
標
本
の
場
合
で
あ
る
か
ら
、
本
標

分
布
は
正
規
分
布
を
な
す
も
の
と
し
て
取
扱
え
ば
よ
い
の
で
あ

る
。
か
く
て
前
項
に
考
察
し
た
標
本
平
均
分
布
は
正
規
分
布
を

な
し
て
い
る
と
い
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
１
）
　
標
本
平
均
分
布
は
、
母
集
団
の
大
い
さ
〃
が
標
本
の
大
い
さ
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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に
比
し
て
相
当
大
き
く
そ
の
分
布
が
極
度
に
非
対
称
分
布
で
な
い
限

　
リ
、
　
ミ
Ｖ
８
の
時
は
正
規
分
布
と
看
傲
し
得
る
事
が
経
験
的
に
知
ら

　
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
母
集
団
分
布
が
正
規
分
布
を
な
す
時

　
は
、
標
本
の
大
い
さ
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
標
本
平
均
分
布
は
常
に
完

　
全
な
正
規
分
布
を
な
す
の
で
あ
る
。

　
　
標
本
比
例
数
分
布
は
・
も
Ｖ
ｑ
で
あ
れ
ば
正
規
分
布
と
見
て
よ
い
事

　
が
数
値
計
算
に
よ
っ
て
判
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
確
率
変
数
｛
の
確
率
分
布
が
正
規
彩
で
あ
る
時
は
、

正
規
分
布
の
特
徴
に
よ
り

一
一
淳
一
訂
讐
冬
の
実
現
値
が
有
す
箏
一
一
一
一

　
　
１
）

で
あ
る
、
従
っ
て
一
回
の
無
作
為
操
作
の
結
果
冬
が
値
灼
を
と

っ
た
・
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
区
間
肉
（
伽
）
片
Ｎ
ぶ
外
に
あ
る
確
率
は

５
％
弱
に
遇
ぎ
ず
、
９
５
％
強
の
確
卒
を
以
て
由
（
小
）
片
ト
ｏ
ぶ
内
に

あ
る
と
い
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
１
）
　
仮
令
確
率
分
布
が
正
規
形
で
な
く
非
対
称
分
布
を
な
す
場
合
で

　
あ
っ
て
も
、
チ
エ
ビ
シ
エ
フ
の
定
理
に
よ
リ
、
区
内
Ｎ
（
巾
）
汁
ミ
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
内
に
あ
る
冬
の
実
現
値
の
有
す
る
確
率
は
（
Ｈ
－
■
判
）
よ
り
犬
で
あ

　
る
。

　
任
意
標
本
に
よ
る
時
は
誤
差
の
少
い
母
数
の
推
定
値
が
得
ら

九
尚
且
誤
差
の
範
開
を
規
定
し
得
る
の
は
、
ン
、
の
標
本
推
定
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

が
こ
の
よ
う
な
確
率
変
数
の
実
現
値
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る

か
ら
で
あ
る
。
次
に
項
を
改
め
て
任
意
標
本
に
よ
る
標
本
推
定

の
方
法
を
説
明
し
よ
う
。

３

標
本
推
定
の
原
理

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
確
率
分
布
と
し
て
の
標
本
平
均

分
布
の
期
望
値
は
母
平
均
に
等
し
く
、
ン
、
の
標
本
平
均
分
布
は

現
実
に
同
じ
大
い
さ
の
任
意
標
本
を
多
数
構
成
す
る
時
得
ら
れ

る
標
本
平
均
値
の
分
布
を
近
似
的
に
表
す
も
の
で
あ
る
た
め
、

多
数
同
任
意
標
本
調
査
を
行
っ
て
得
ら
れ
た
標
本
平
均
値
を
更

に
平
均
す
る
事
に
よ
っ
て
、
母
平
均
の
値
を
略
三
正
確
に
知
る

事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
．
同
じ
方
法
で
繰
返
し
構
成
さ
れ
た
標
本
よ
リ
得
ら

　
れ
る
標
本
推
定
値
の
平
均
が
母
数
に
等
し
い
場
含
、
そ
れ
．
は
不
偏

　
昌
ま
鶉
＆
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
搾
定
値
を
不
偏
搾
定
値
冒
ま
－

　
婁
＆
ｇ
二
冒
ｐ
ａ
と
い
う
、
、
そ
し
て
標
本
稚
定
値
の
平
均
が
母
数
に
．

　
一
致
し
な
い
時
は
そ
の
差
を
偏
り
５
鶉
－
と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
搾

　
定
値
を
偏
り
あ
る
雅
定
値
三
寡
＆
鶉
ユ
冒
ｐ
ａ
と
い
う
。
標
本
搾
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
値
が
不
偏
搾
定
値
の
場
合
は
母
数
に
等
し
い
侃
を
得
る
事
が
方
法
的

　
、

　
に
可
能
で
あ
る
が
、
標
本
搾
定
値
が
偏
り
あ
る
推
定
値
の
時
は
そ
れ



　
は
不
可
能
で
あ
る
。
故
匡
標
本
捧
定
値
は
他
の
条
件
（
搾
定
の
精
度
、

　
計
算
の
難
易
箏
）
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
偏
リ
あ
る
も
の
よ
リ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
不
偏
で
あ
る
も
の
の
方
が
よ
い
捧
定
値
で
あ
る
事
は
い
う
迄
も
な
い

　
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
標
本
平
均
は
母
平
均
の
不
偏
推
定
値
で
あ
る
が
、

実
際
上
は
標
本
調
査
は
只
一
回
行
わ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
多
数

回
繰
返
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
只
一

の
標
本
平
均
値
を
以
て
母
平
均
の
推
定
値
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
従
っ
て
標
本
推
定
値
は
当
然
に
誤
差
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
任
意
標
本
よ
り
求
め
た
標
本
推
定
値
は
確
率
変

数
と
看
徴
し
得
る
か
ら
、
標
本
平
均
分
布
の
期
望
値
却
ち
母
平

均
を
中
心
に
、
そ
の
標
準
偏
差
の
例
え
ば
二
借
の
範
囲
外
の
値

ノ
し
あ
る
事
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
殆
ど
そ
の
内
部
の
値
で
あ
る

と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
標
本
平
均
分
布
の
標
準

偏
差
の
也
借
の
区
間
を
以
て
推
定
値
の
誤
差
の
範
囲
と
規
定
す

る
時
は
、
殆
ど
そ
の
内
部
に
母
平
均
を
含
ん
で
い
る
事
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
今
母
集
団
冗
よ
り
〃
個
の
単
位
を
任
意
に
抽
出
し
て
一
の
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

本
Ｏ
を
構
成
し
、
そ
れ
よ
り
標
本
平
均
値
劾
を
得
た
と
す
る
。

　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ド
く
－
ミ

こ
の
而
は
期
望
値
．
”
、
分
散
“
，
，
斗
〕
Ｈ
．
の
略
玄
正
規
分
布
を

な
す
標
本
平
均
分
布
の
何
れ
か
一
の
値
を
と
る
の
で
あ
る
が
、

標
本
の
構
成
即
ち
〃
個
の
単
位
の
摘
出
が
全
く
偶
然
的
に
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
値
が

一
一
軍
丁
墨
ふ
一
一
撚

で
あ
る
と
い
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
逆
に
そ
の
標

本
平
均
値
耐
に
十
亭
・
斗
旨
竺
片
Ｇ
．
８
の
誤
差
の
幅
を
附
す
な

ら
ば
、

ふ
亨
一
毒
－
一
一
一
ふ
燃

で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
従
っ
て
若
し
大
い
さ
〃
の
任
意
標
本
を
実
際
に
１
０
固
構
成
し
１
０
個
の

　
標
本
平
均
値
を
得
る
な
ら
ば
、
略
、
、
そ
の
う
ち
蛎
個
は
区
間
（
副
－

　
冒
軸
一
、
十
冒
悩
）
内
の
値
で
あ
リ
、
５
個
が
そ
の
外
部
の
値
で
あ
る

　
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
、
い
そ
し
て
各
標
本
よ
り
得
ら
れ
た
標
本
平
均

　
値
に
汁
冒
蜘
・
の
幅
を
見
込
む
な
ら
ば
、
そ
の
区
間
の
中
に
母
平
均

　
房
を
含
む
場
合
が
９
５
回
あ
リ
、
秀
が
そ
の
区
間
外
に
あ
る
場
合
が
５

　
回
あ
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
第
一
図
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



立
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晋
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か
く
て
一
の
任
意
標
本
よ
り
求

　
　
　
　
　
●

間区頼信図
一第

十喜

王○気

め
た
標
本
平
均
値
に
普
通
十
ぎ
“
・

の
誤
差
を
附
記
し
て
、
信
頼
度
９
５

％
の
母
平
均
の
推
定
値
と
な
す
の

で
あ
る
。
例
え
ば
世
帯
数
２
６
万
の

或
る
都
市
に
於
て
、
一
世
帯
当
り

平
均
家
計
費
を
調
査
す
る
た
め
に

０
１
３
世
帯
を
抽
出
し
て
一
＼
ド
ｏ
８
の

標
本
を
構
成
し
、
家
計
調
査
の
結

果
平
均
家
計
費
一
〇
◎
ｄ
８
田
を
得
た

と
す
る
。
母
集
団
に
於
け
る
家
計
費
分
布
の
標
準
偏
差
の
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）
　
　
　
■

値
を
Ｈ
９
０
０
８
田
と
す
る
と
、
的
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
場

合
は
〃
が
〃
に
比
し
て
極
め
て
大
で
あ
る
た
め
有
限
母
集
団
修

正
は
略
三
一
に
等
し
い
。
故
に

　
　
　
．
］
Ｏ
あ
Ｏ
Ｏ

　
、
曲
、
－
＼
．
邑
、
§
・
。
云

従
っ
て
こ
の
都
市
の
平
均
家
計
費
は
Ｈ
０
０
ひ
８
田
十
Ｎ
×
り
８
．
○
ｏ
べ
旧

即
ち
Ｈ
９
竈
ｃ
。
田
ピ
８
あ
ｓ
田
の
間
に
あ
る
と
い
う
事
が
出
来
、

そ
れ
の
真
な
る
確
率
は
９
５
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
　
こ
の
よ
う
な
標
本
推
定
値
が
一
定
の
確
率
に
於
て
出
現
す
る
区
間

　
を
信
頼
区
間
８
目
墨
彗
８
｝
巨
雪
さ
－
と
い
い
、
そ
の
限
界
を
信
頼

　
限
界
８
目
竃
Ｓ
８
旨
冒
岸
そ
の
区
間
内
に
搾
定
値
が
あ
る
確
率
を

　
信
頼
係
数
Ｏ
昌
雷
９
８
・
８
ヨ
９
彗
け
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
任
意
抽
出
法
に
よ
る
時
は
、
一
定
の
信

頼
度
に
於
て
信
頼
区
間
（
誤
差
の
範
囲
）
を
明
示
し
て
、
母
数

の
推
定
を
な
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
）

　
１
）
　
こ
の
値
は
〃
式
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
、
一

　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
糾
　
母
集
団
の
量
的
大
い
さ
の
推
定

　
母
集
団
の
量
的
大
い
さ
即
ち
母
集
団
を
構
成
す
る
単
位
の
変

量
の
総
和
は
、
平
均
値
に
母
集
団
の
単
伎
総
数
を
乗
ず
る
事
に

よ
っ
て
求
め
る
事
が
出
来
る
。
け
だ
し
平
均
値
は
す
べ
て
の
単

位
の
変
量
の
総
和
を
単
竹
総
数
で
除
し
た
値
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
（
四
式
参
照
）
従
っ
て
母
平
均
の
推
定
値
に
母
集
団
の

単
伎
総
数
〃
を
乗
ず
る
事
に
よ
っ
て
、
粘
集
団
の
量
的
大
い

　
　
　
　
≧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

さ
ぺ
Ｈ
凶
き
を
推
定
す
る
事
が
出
来
る
。
ｘ
の
推
定
値
を
ｘ

　
　
　
｛
Ｈ
一

で
表
す
と



　
　
　
　
　
　
ミ
　
ミ
　
、

　
ｋ
，
Ｈ
ミ
一
べ
、
Ｈ
－
Ｍ
］
↓
）
　
　
　
　
（
〕
・
ｏ
◎
｛
）

　
　
　
　
　
　
ミ
　
～
Ｈ
ド

こ
の
推
定
値
は
不
偏
で
あ
る
。

　
肉
（
｛
、
）
Ｈ
ミ
肉
（
～
、
）
Ｈ
ミ
、
　
　
　
　
〔
（
ド
ｇ
◎
Ｈ
）
片
ｏ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｋ

そ
れ
の
分
散
及
び
変
異
係
数
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
ミ
　
ｑ
的

　
只
吋
）
Ｈ
ミ
一
。
只
副
、
）
１
ー
ミ
舳
レ
「
Ｈ
↓
　
　
　
　
（
竃
ｑ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
（
Ｎ
．
ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
）
片
ｏ
〕

　
亭
－
之
汁
ぐ
ぐ
－
ヤ
ー
之
桁
ぐ
“
汁

　
　
　
ぺ
汽
丁
“
　
　
（
婁
）

）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

欄
式
は
皿
式
と
同
じ
で
あ
る
。
ぷ
式
を
導
く
過
程
よ
り
明
ら
か

２
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

（
　
　
　
　
　
　
ｒ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

な
如
く
、
一
般
に
い
ぺ
・
い
ｐ
・
で
あ
る
。

）５（

標
本
比
例
数
分
布

　
以
上
は
統
計
集
団
の
量
的
構
造
の
簡
約
表
章
値
で
あ
る
平
均

値
の
標
本
推
定
ノ
し
あ
っ
た
。
次
に
統
計
集
団
の
質
的
構
造
の
簡

約
表
章
値
で
あ
る
比
例
数
の
標
本
推
定
を
考
察
し
よ
う
。
標
本

推
定
の
方
式
は
第
三
項
に
考
察
し
た
平
均
値
の
推
定
の
場
合
と

全
く
同
じ
で
あ
る
た
め
、
不
偏
な
標
木
推
定
値
を
求
め
そ
れ
の

標
本
分
布
の
分
散
式
を
導
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
推
定
す
べ
き
比
例
数
は
母
集
団
に
於
け
る
問
題
た
る
標
識
”

を
有
す
る
単
伎
の
存
在
の
割
合
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
標
本
よ

り
推
定
せ
ん
と
す
る
時
は
、
標
本
に
於
け
る
標
識
側
を
有
す
る

単
位
の
割
合
即
ち
標
本
比
例
数
を
以
て
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
標
本
比
例
数
の
分
布
を
調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
前
講
「
母
集
団
分
布
働
」
で
述
べ
た
よ
う
に
統
計
集
団

　
の
質
的
構
造
に
就
て
も
、
ン
、
の
存
在
割
合
を
知
ら
ん
と
す
る
標

識
に
１
、
そ
の
他
の
標
識
に
Ｏ
な
る
値
を
与
る
事
に
よ
っ
て
量

的
構
造
化
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
変
換
に
よ
っ
て
標
本

　
比
例
数
分
布
は
前
述
の
襟
本
平
均
分
布
の
特
別
の
場
合
と
し
て

容
易
に
求
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
今
母
集
団
冗
の
単
依
総
数
亙
の
う
ち
川
が
標
識
皿
を
有
し
、

　
　
　
２

、
残
り
〃
が
皿
以
外
の
標
識
を
持
っ
て
后
り
ン
、
れ
グ
、
れ
の
割
合
を

千
さ
、
歩
と
す
る
、
こ
の
鼓
団
吉
為
の

単
伎
を
任
意
に
抽
出
し
て
構
成
し
た
標
本
Ｏ
の
う
ち
灼
個
が
標

識
”
を
、
残
り
伽
個
が
皿
以
外
の
標
識
を
有
し
、
そ
れ
ジ
、
れ
の

割
合
冬
↑
±
ぺ
↑
“
，
一
と
す
る
。
こ
こ
で
皿
標
識
を

一
有
す
る
単
位
に
変
量
↓
Ｈ
Ｈ

”
以
外
の
標
識
を
有
す
る
単
位

　
六
七



　
　
立
命
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に
変
量
↓
Ｈ
◎
を
与
え
る
と
、
母
集
団
－
冗
は
Ｏ
，
１
の
み
の
変

量
を
有
す
る
単
伎
の
集
合
と
な
り
、
そ
の
平
均
値
は
ぴ
標
識
の

割
合
！
に
等
し
く
、
分
散
は
／
と
”
○
以
外
の
標
識
の
割
合
９

　
　
　
　
　
　
１
）

と
の
積
、
刈
で
あ
る
二

　
則
Ｈ
＞
　
　
ｓ
“
ｕ
心
刈

標
本
Ｏ
も
変
量
Ｏ
，
１
の
み
を
有
す
る
単
伎
の
集
合
と
な
る
た

め
、
そ
の
平
均
値
及
び
分
散
は
同
様
に

　
～
、
１
１
、
、
、
　
、
１
１
、
、
、
、

と
な
る
。

　
１
）
　
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。

芹
“
呼
、
十
｛
蜂
一
・
晦
・
丁
“
↓

・
。
。
↓
，
苧
「
３
的
↓
率
；
。
。
疹
：
一
舳
一

　
　
　
　
　
－

　
　
　
Ｈ
，
斗
．
．
（
、
ぎ
”
十
ぷ
も
岨
）
Ｈ
ミ
。
。
十
ミ
、
↓
さ
ま
Ｙ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
肖
ｓ
諜
日
〕

　
従
っ
て
標
本
比
例
数
分
布
は
標
本
平
均
分
布
に
於
て
、
亙
、
〆
、

〆
の
代
り
に
戸
、
〃
、
グ
を
代
入
す
れ
ば
よ
い
。
先
づ
標
本
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

例
数
分
布
の
期
望
値
は
”
式
よ
り

　
　
、
（
～
、
）
Ｈ
も
　
　
　
　
　
（
｝
◎
◎
べ
）

で
あ
り
、
故
に
標
本
比
例
数
は
母
比
例
数
の
不
偏
推
定
値
ノ
し
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

る
。
次
に
分
散
、
標
準
偏
差
は
”
式
よ
り

　
　
　
　
　
ミ
　
宅
－
ミ

　
「
（
“
、
）
Ｈ
“
－
ミ
ー
１
「
　
　
　
（
Ｎ
○
。
Ｏ
。
し

　
、
、
く
十
く
ヤ
“
　
一
蔓
）

変
異
係
数
は
、
婁
異
係
撃
－
十
一
＼
、
く
十
な

る
た
め
、
皿
式
よ
り

　
　
　
　
似

　
、
、
く
÷
争
…

、
ぺ

－

（
ド
さ
）

で
あ
る
。

　
母
比
例
数
の
推
定
値
、
！
に
母
集
団
単
位
総
数
〃
を
乗
ず
る
事

に
よ
っ
て
、
母
集
団
の
“
標
識
の
単
伎
数
刈
を
推
定
す
る
事
が

出
来
る
。
そ
れ
は
母
集
団
に
於
け
る
標
識
皿
の
比
例
数
は
、
皿

を
有
す
る
単
伎
の
教
を
総
単
位
数
で
除
し
た
値
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
刈
の
推
定
値
を
刈
と
す
る
と

　
三
、
１
１
ら
“
、
　
　
　
　
（
Ｎ
・
き
）

こ
れ
は
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。

　
宍
三
、
）
１
ー
レ
貞
、
、
し
Ｈ
考
Ｈ
〉
一

そ
の
分
散
及
び
変
異
係
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
ミ
　
ミ

　
　
、
、
（
三
、
）
Ｈ
、
“
、
、
、
、
（
、
、
）
Ｈ
、
、
ミ
ー
一
、
Ｊ
ぺ
．
　
　
（
“
も
）

　
～
－
之
市
ぺ
“
，
山
「
を
↓
く
斗



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
．
．
．
三
ｕ
喜
耐
ぴ
汁
陛
〕
　
（
ド
お
）

）
　
　
　
　
　
〉

珊
式
は
刎
式
と
同
じ
で
あ
る
た
め
９
，
９
－
一
一
で
あ
る
。

２
　
　
　
　
２

）
　
）

ク
　
ク

＝
　
＝

（
　
（

％
％
％
％

一
７
£
石
名

６
　
７
　
３
　
１

２
　
１
　
１
　
４

補
補
補
定

侯
侯
侯
未

Ａ
　
Ｂ
Ｃ

　
例
え
ば
某
市
の
市
長
選
挙
に
際
し
て
投
票

旦
一
百
前
に
６
０
万
の
有
権
者
よ
り
舳
人
を
抽

出
し
て
、
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
何
れ
の
候
補
者
に
投

票
す
る
か
を
調
査
し
上
の
結
果
を
得
た
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ー

る
。
Ａ
候
補
の
推
定
得
票
数
八
は

　
三
、
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
○
◎
○
×
Ｏ
・
Ｎ
¢
べ
い
Ｈ
（
い
○
－
〕
Ｃ
Ｏ

そ
の
誤
差
の
範
囲
は
、
母
樗
準
偏
差
○
推
定
値
を
◎
ト
亀
と
、
ア

　
ー
）

る
と亨

く
｛
宗
十
、
、
よ
↑
。
。
］
ユ
。

　
　
　
　
　
〔
．
．
．
宅
さ
り
ミ
戸
ト
『
「
べ
寓
き
べ
片
洋
か
汁
す
〕

　
．
．
一
タ
、
汁
Ｎ
ｑ
≧
Ｈ
・
Ｈ
三
、
片
ビ
～
弍
冒
、

　
　
　
Ｈ
］
Ｉ
Ｃ
Ｏ
－
〕
○
◎
片
Ｎ
×
Ｃ
Ｏ
Ｏ
－
○
Ｏ
Ｃ
×
○
．
○
］
－
Ｃ
Ｃ
ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
－
○
○
○
Ｓ
Ｈ
Ｃ
Ｏ
Ｈ
－
○
Ｃ
Ｏ
Ｏ

次
点
Ｂ
候
補
の
稚
定
得
票
数
川
の
誤
差
の
限
界
は
、
母
標
準
偏

差
の
推
定
値
を
◎
６
◎
。
○
。
と
す
る
と

　
き
、
Ｈ
ｏ
◎
◎
６
◎
◎
Ｘ
Ｏ
・
Ｈ
べ
¢
ｎ
Ｈ
◎
べ
ふ
○
○

　
　
　
　
　
◎
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
◎

　
　
、
も
閑
、
川
＼
司
、
。
嚢

　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
．
、
．
　
ま
、
ト
〕
、
ミ
帖
・
Ｈ
三
、
片
Ｎ
■
ミ
§
・

　
　
　
上
○
暮
８
崖
×
８
０
６
０
０
×
Ｏ
・
◎
嚢
ム
・
。
凄
Ｏ
Ｓ
嚢
旨
◎

従
っ
て
Ｂ
侯
補
の
最
高
得
票
数
は
Ａ
侯
補
の
最
低
得
票
数
に
及

ば
き
た
め
決
戦
投
票
は
行
わ
れ
ず
、
結
局
・
候
禦
努
票

　
　
飢
万
票
を
得
て
当
選
す
る
も
の
と
、
真
な
る
確
率
９
５
％
で

　
　
１

推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
）

　
１
）
　
こ
の
値
は
刷
式
に
よ
っ
て
捧
定
さ
れ
る
、
、
但
し
こ
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
・
口
　
　
　
　
　
　
　
、
ｋ
く
－
Ｈ
．
　
　
ミ

　
〃
、
％
が
相
当
に
・
大
で
あ
る
の
で
；
、
－
、
－
］
“
ｉ
Ｈ
“
Ｈ
従
二
、

　
　
ミ
ー
－
　
ミ
　
　
　
　
　
　
ー
；
－
－
－
－

　
　
－
宅
，
ぺ
．
い
「
＼
■
、
、
、
「
い
＼
＞
、
ｓ
、
・
ｓ
、
い
Ｈ
ｌ
＞
、

　
　
　
　
　
　
　
１
１
＼
ｏ
・
署
×
ｏ
・
轟
・
。
Ｈ
○
・
宝
Ｎ

２
）
一
＼
ぎ
、
到
、
」
＼
９
量
・
◎
ｃ
・
曽
－
婁
・
。
。
。
ら
、
－
丁
〉
、

）６（

標
本
推
定
の
精
度

　
標
本
推
定
値
の
母
数
よ
り
の
偏
差
は
標
本
誤
差
、
て
あ
る
が
、

現
宍
に
標
本
調
査
の
続
果
如
何
な
る
誤
差
が
現
れ
る
か
は
偶
然

的
に
決
る
の
で
あ
り
、
且
推
定
値
が
不
偏
で
あ
る
場
合
は
多
数

回
Ｏ
調
査
の
繰
返
し
に
よ
っ
て
榊
殺
さ
れ
得
る
誤
差
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
、
そ
れ
は
偶
然
誤
養
と
い
う
事
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら

推
定
値
が
偏
り
を
有
す
る
も
の
な
る
場
合
は
、
標
本
誤
差
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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、
　
　
、

の
偶
然
誤
差
の
み
な
ら
ず
、
偏
り
（
方
法
上
、
ど
う
し
て
も
消

す
事
の
出
来
な
い
誤
姜
）
を
も
含
ん
で
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

　
不
偏
推
定
値
の
標
本
分
布
の
標
準
偏
差
（
及
び
分
散
、
変
」
係

数
）
は
、
こ
の
よ
う
な
標
本
推
定
値
の
「
誤
差
の
分
布
」
の
範

囲
を
表
す
値
と
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
故
に
そ
れ
を

標
準
誤
差
。
・
叶
彗
宣
己
胃
；
・
（
及
び
誤
差
分
散
、
誤
姜
変
異
係

数
）
と
い
う
。
標
準
誤
羊
が
小
さ
い
時
は
標
本
推
定
値
が
期
望

値
の
附
近
に
密
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
の
任
意

標
本
よ
り
得
ら
れ
た
推
定
値
を
以
て
母
数
の
推
定
値
と
な
す
も

そ
の
誤
差
は
余
り
大
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
標
準
誤
差

が
大
き
い
時
は
標
本
推
定
値
の
分
布
が
広
い
た
め
、
一
の
任
意

標
本
よ
り
得
た
推
定
値
は
母
数
よ
り
桐
当
隔
り
誤
差
が
大
で
あ

る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
故
に
標
準
誤
差
の
値
の
大
小

は
標
本
推
定
の
精
度
を
表
す
の
で
あ
る
。
若
し
一
の
母
数
に
対

し
て
数
種
の
標
本
推
定
値
が
考
え
ら
れ
る
時
は
、
そ
れ
等
が
共

に
不
偏
推
定
債
で
あ
る
な
ら
ば
、
標
準
誤
藷
の
小
さ
い
方
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

き
い
方
よ
り
も
よ
い
推
定
値
で
あ
ろ
う
、
、
又
仮
令
或
る
稚
定
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

が
偏
り
あ
る
推
定
値
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
偏
り
が
極
め
て
小
で

あ
っ
て
無
視
し
得
る
程
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
標
準
誤
差
の
大
き

い
不
偏
推
定
値
よ
り
も
、
標
準
誤
差
の
小
さ
い
偏
り
あ
る
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

値
の
方
が
よ
り
よ
い
推
定
値
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
１
）
　
或
る
母
数
６
に
対
す
る
数
種
の
不
偏
搾
定
値
の
う
ち
誤
差
分
敵

　
が
最
小
な
る
も
の
を
最
良
不
偏
搾
定
値
茅
黒
…
婁
富
＆
塞
巨
旨
呉
ｏ

　
と
い
う
。
標
本
平
均
値
は
母
平
均
の
最
良
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。
そ

　
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
母
平
均
勿
の
標
本
搾
定
値
を
“
”
Ｍ
３
、
、
、
と
し
、
係
数
幻
（
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
Ｈ
一

　
Ｈ
－
ト
…
…
一
、
、
）
を
こ
の
搾
定
値
が
不
偏
で
あ
リ
且
誤
差
分
散
が
最
小

　
な
る
よ
う
に
決
め
る
事
に
よ
っ
て
、
房
の
最
良
不
偏
搾
定
．
値
が
得

　
ら
れ
る
。
先
づ
＾
が
不
偏
で
あ
る
た
め
に
は
次
の
筆
式
が
成
立
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ

　
　
、
（
“
）
１
１
副
　
　
（
｝
）

　
し
か
る
に

　
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
、
（
Ｎ
む
Ｈ
、
（
】
亀
言
、
～
）
１
１
】
３
、
（
へ
“
）

　
　
　
　
　
　
」
Ｈ
－
　
　
　
　
）
”
一

　
　
　
　
　
　
“
－

　
　
　
　
Ｈ
～
Ｍ
］
３
　
　
〔
（
Ｎ
・
〕
り
）
石
片
ｄ
〕

　
　
　
　
　
、
”
一

　
故
に
こ
れ
を
の
式
と
比
較
し
て

　
　
ｓ

　
Ｍ
〕
ミ
＼
Ｈ
－
　
　
　
　
（
二
）

　
～
Ｈ
一

　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
判
る
、
、
次
に
乃
の
分
散
は

　
　
、
、
ブ
＼
ポ
）
Ｈ
、
｛
Ｎ
ポ
ー
、
（
心
ポ
）
て

　
　
　
　
－
、
乎
三
－
割
払
之
。
。
－
、
一
学
一
、
工
一
一
”



■

●

　
　
　
さ

　
　
１
ｌ
Ｍ
ｕ
ミ
、
肉
（
暮
、
～
１
割
）
酌

　
　
　
、
ｕ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
十
】
Ｍ
３
３
・
亀
｛
（
§
ぐ
ー
割
×
亀
べ
・
１
剣
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
、
人
～
、

ピ
サ
び
丙
　
■
（
§
、
～
ｉ
笥
）
帥
Ｈ
ｑ
岨
　
　
　
　
　
〔
（
心
・
ｏ
ｏ
◎
）
万
片
ｂ
し

　
　
　
　
、
｛
（
、
、
、
１
割
＼
、
、
、
、
－
割
し
｝

　
　
　
　
ミ
≧

　
　
　
Ｈ
】
】
（
§
』
１
副
）
（
ミ
、
－
割
）
＼
、
、
？
、
、
１
１
３
一
ミ
、
、
１
１
、
、
｝

　
　
　
　
～
氷
～
、

　
　
　
－
タ
ボ
一
）
雑
一
予
剣
一
（
ミ
・
、
－
笥
）
一
湘
離
魯

　
　
　
ー
　
　
ミ

　
　
　
ー
　
　
ミ
ド
Ｈ

．
．
津
糠
国
附
＾
淋
謝
一
丙
ゆ
ｑ
討
（
・
鹸
巾
ｅ
薄
冴
斗
回
鴉
嘉
蝉

、
－
十
ズ
汁
一
一
雀
（
予
呉
ミ
ー
副
一
丁
礼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菖
舳
職
｝
・
Ｈ
〕
べ
蝋
覇
）
　
片
ｓ

　
　
　
　
Ｈ
　
　
ミ
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
宍
ト
Ｈ
池
ｗ
（
、
、
１
副
）
（
、
、
、
１
副
）
、
ー
ト
Ｈ

藩
石

　
　
　
　
ｓ

、
（
ベ
ポ
）
１
１
Ｓ
”
Ｍ
ミ
ー

　
　
　
　
～
Ｈ
ド

ミ
　
　
ｓ
ｓ

　
　
Ｍ
】
３
３
、

ド
く
１
Ｈ
、
人
、
　
　
．

　
　
　
　
　
　
と
。
、
｛
畔
回
。
「
礼
一
雑
婁
｝

　
　
　
　
　
　
－
｛
一
ぎ
妙
。
。
「
一
呼
岨
羊
難
婁
之

　
　
　
　
　
　
－
ペ
ド
ぎ
伴
心
工
準
・
一
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
一
警
的
珍
。
。
・
十
教
、
・
、
・
、
一

　
　
　
　
　
　
－
恥
一
丈
廿
、
工
｝
　
一
（
、
、
）
丙
汽
、
〕

　
従
っ
て
岬
の
条
件
の
下
に
乃
の
分
散
を
最
小
な
ら
し
め
る
に
は

　
　
　
　
（

３
】
ｓ
”
～
を
最
小
な
ら
し
め
れ
ば
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
幻
は
ラ
グ
ラ
ン

、
Ｈ
一

　
佳
意
標
本
調
査
法

　
ジ
ュ
乗
数
の
法
に
よ
リ

　
　
串
呼
享
払
色
－
・
一
じ
哨
謡
一
　
（
、
、
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
を
巧
に
関
し
て
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
岬
よ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
ぎ
ｔ
－
二
、
二
一
、
－
－
『
Ｑ
、
量
、
・
ミ
一
一
一
く
一

　
こ
れ
を
坤
に
代
入
し
て

　
　
　
　
（

　
　
ｓ
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
心

　
恥
亀
、
、
，
Ｊ
，
ミ
、
Ｈ
　
－
＼
、
、
Ｊ
「

　
　
　
）

　
こ
れ
を
岬
に
代
入
し
て

　
　
　
　
ぐ

　
　
３
－
－
山
－
（
－
十
）
Ｈ
＋
　
（
、
、
、
・
ド
…
・
ミ
）

　
故
に
．

　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
Ｈ
　
ｓ
　
，
　
１
、

　
　
“
１
１
Ｍ
】
３
§
、
卜
Ｈ
ｔ
Ｍ
］
§
～
Ｈ
亀

　
　
　
　
～
“
一
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
～
Ｈ
Ｈ

　
却
ち
標
本
平
均
値
は
母
平
均
の
最
良
不
偏
搾
定
値
で
あ
る
。

　
２
）
　
こ
の
例
に
。
「
比
推
定
」
が
あ
る
。

　
今
標
準
誤
差
を
規
定
す
る
三
つ
の
要
素
ｄ
（
比
例
数
の
推
定

の
場
合
は
ク
）
〃
及
び
〃
の
標
準
誤
差
に
及
ぽ
す
影
響
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
、
）

と
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
（
１
０
鎚
式
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似
¢

　
ｃ
Ｄ
　
標
準
誤
兼
は
母
標
準
偏
若
ｄ
に
正
比
例
す
る
。
、
が
大

即
ち
母
集
団
を
構
成
す
る
単
伎
が
異
質
的
ノ
」
あ
り
、
従
っ
て
個

六
の
単
位
の
有
す
る
変
量
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
場
合
は
、
、

が
小
即
ち
母
集
団
が
比
較
的
同
質
的
な
単
位
よ
り
成
っ
て
屠
り
、

個
々
の
単
位
の
変
量
が
余
り
大
き
く
異
ら
な
い
時
に
比
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



　
　
，
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

同
じ
犬
い
さ
の
標
本
に
よ
る
推
定
値
は
誤
差
が
大
き
く
な
り
そ

の
糖
度
が
藩
ち
る
の
で
あ
る
。

　
四
　
比
例
数
の
推
定
の
場
合
は
穣
準
誤
差
は
、
母
比
例
数
ク

が
、
〈
９
ｍ
の
範
囲
に
於
て
は
ノ
の
増
加
と
共
に
増
大
し
、
＼
い

９
閉
に
於
て
極
大
に
達
し
、
、
Ｖ
９
蜆
の
範
囲
に
於
て
は
／
の
増

加
と
共
に
滅
少
す
る
。
従
っ
て
標
準
誤
差
を
以
て
糖
度
の
表
現

と
な
す
時
は
、
、
Ｈ
◎
・
岬
の
場
合
が
最
も
標
本
推
定
の
精
度
が
低

く
、
ク
が
そ
れ
よ
り
小
叉
は
大
な
る
に
従
っ
て
精
度
が
商
ま
る

か
の
如
く
で
あ
る
が
、
実
際
は
ク
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
標
準

誤
差
は
相
対
的
に
滅
小
し
て
行
く
事
に
な
る
た
め
、
標
本
推
定

の
糖
度
は
ク
に
反
比
例
的
で
あ
る
と
い
う
事
が
出
来
る
。
こ
の

事
は
誤
差
変
異
係
数
を
以
て
標
本
推
定
の
精
度
を
表
す
時
に
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
４
０
式
よ
り
明
ら
か
な
如
く
誤
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
・

変
異
係
数
は
一
、
一
ク
（
母
変
異
係
削
）
に
正
比
例
し
、
７
７
は
ク

　
　
　
　
　
ー
ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
ｖ

が
増
加
す
る
時
滅
少
す
る
か
ら
で
あ
る
、
（
但
し
こ
の
場
合
／

が
変
動
す
れ
ば
９
も
亦
変
動
す
る
か
ら
（
．
．
．
刈
Ｈ
Ｈ
－
、
）
ク
の

平
方
根
に
正
確
に
反
比
例
し
な
い
、
）
故
に
比
例
数
が
大
即
ち

問
題
た
る
標
識
を
有
す
る
単
位
が
多
い
場
合
は
、
比
例
数
が
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

即
ち
間
題
た
る
標
識
の
単
位
が
少
い
場
合
に
比
し
て
、
同
じ
大

い
さ
の
穣
本
に
よ
る
推
定
値
は
誤
差
が
小
ノ
し
あ
り
そ
の
糖
度
が

高
ま
る
の
で
あ
る
。

　
働
　
棲
準
誤
差
は
標
本
の
大
い
さ
〃
の
平
方
根
に
反
比
例
す

る
。
故
に
よ
り
多
く
の
単
位
を
抽
出
し
て
構
成
し
た
穣
本
に
よ

る
推
定
値
の
方
が
、
少
い
単
位
の
穣
本
に
よ
る
推
定
値
よ
り
も

誤
差
が
少
く
精
度
が
高
い
の
で
あ
る
。
穣
準
誤
差
を
規
定
す
る

他
の
要
素
ｄ
（
又
は
ク
）
及
び
〃
は
、
客
観
的
に
定
ま
っ
て
ヅ

る
大
い
さ
で
あ
っ
て
如
何
と
も
し
難
い
要
素
で
あ
る
が
、
こ
の

標
本
単
位
数
〃
は
任
意
に
決
定
し
得
る
値
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

を
増
滅
す
る
事
に
よ
っ
て
標
準
誤
差
の
大
い
さ
従
っ
て
標
本
推

定
の
糖
度
を
必
要
な
程
度
に
管
理
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
標
準
誤
差
は
標
本
の
大
い
さ
の
平
方
根
に
反
比

例
す
る
の
で
あ
つ
て
、
〃
が
４
９
１
６
・
－
ｍ
倍
と
な
る
に
随
っ
て

標
準
誤
差
は
％
ち
ｘ
…
～
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
少
し
襟

本
の
糖
度
を
高
め
る
た
め
に
は
梢
当
多
く
の
襟
本
単
位
数
を
増

加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
そ
し
て
標
本
単
位
数
の

増
加
は
調
査
に
要
す
る
費
用
を
増
大
せ
し
め
る
た
め
、
必
要
以



上
の
椿
度
砂
標
本
推
定
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
大
い
さ
の

標
本
を
構
成
す
る
事
は
不
経
済
で
あ
り
、
必
要
な
限
度
に
迄
切

下
げ
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
任
意
標
本
調
査
法
は

標
本
単
位
数
の
増
滅
に
よ
つ
て
、
所
期
の
精
度
の
標
本
推
定
を

最
小
の
費
用
で
獲
得
す
る
事
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
ゆ
　
母
集
団
の
大
い
さ
〃
は
正
比
例
的
に
影
響
す
る
が
そ
の

力
は
小
で
あ
る
た
め
、
〃
は
標
本
の
精
度
に
は
余
り
関
係
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

い
の
で
あ
る
。
け
だ
し
仙
式
に
於
て
〃
が
相
当
に
大
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

＝
・
ミ
あ
る
た
め
亨
斗
、
十
と
書
、

〃
を
一
定
と
す
る
と
有
限
母
集
団
修
正
は
〃
の
増
加
と
共
に
１

に
近
づ
く
が
そ
の
テ
ム
ポ
は
極
め
て
緩
慢
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
同
一
糖
度
の
標
本
推
定
を
得
る
た
め
に
は
、
大
き
な
母

集
団
か
ら
も
小
さ
い
母
集
団
か
ら
も
、
大
体
同
じ
丈
の
単
伎
数

を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
若
し
標
本
の
大

い
さ
を
母
集
団
の
大
い
さ
に
比
例
さ
せ
る
な
ら
ば
、
小
母
集
団

の
標
本
推
定
は
精
度
が
著
し
く
低
下
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
か
ら
任
意
標
本
調
査
法
は
母
集
団
が
大
き
い
程
、
小
さ

い
抽
出
率
で
よ
い
精
度
の
推
定
値
が
得
ら
れ
る
か
ら
、
効
率
の

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法

高
い
方
法
で
あ
る
事
が
判
る
の
で
あ
る
、

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
標
本
推
定
の
糖
度
は
、
三
つ
の

要
素
の
う
ち
標
本
単
伎
数
〃
に
よ
っ
て
最
も
著
し
く
影
響
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
　
普
通
標
本
捧
定
の
精
度
は
標
準
誤
差
で
表
現
さ
れ
な
い
で
誤
差
変

　
異
係
数
を
以
て
表
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
或
る
都
市
の
平
均
世
帯
人
員

　
の
捧
定
の
精
匿
（
変
異
係
数
）
は
１
％
で
あ
る
」
と
い
い
、
　
「
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
世
帯
人
員
の
推
定
の
精
度
（
標
準
誤
差
）
は
ｏ
ｏ
人
で
あ
る
」
と
は
い

　
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
標
準
偏
差
は
平
均
値
を
申
心
に
測
っ
た

　
偏
差
の
平
均
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
い
さ
は
平
均
値
と
の
関
連
匡
於

　
て
考
え
て
婚
め
て
よ
く
そ
の
変
量
の
分
散
匿
を
表
し
得
る
事
か
ら
、

　
標
本
捧
定
の
精
度
の
表
現
と
し
て
も
変
異
係
数
に
よ
る
方
が
よ
リ
適

　
切
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
誤
差
変
異
係
数
は
母
変
異
係
数
に
．
正
比
例
し
、
〃
、
〃
よ
リ
の
影

　
響
は
標
準
誤
差
ゆ
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

）７（

標
本
の
大
い
さ
の
決
定

　
標
本
推
定
の
精
度
は
標
準
誤
差
（
叉
は
誤
差
変
異
係
数
）
の

大
い
さ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
た
め
、
標
準
誤
差
（
叉
は
誤
差
変

異
係
数
）
を
求
め
る
式
を
用
い
て
、
調
査
目
的
よ
り
し
て
要
求

さ
れ
る
精
度
（
こ
れ
を
目
標
精
度
曽
｛
冒
巴
斗
勺
、
。
。
一
。
。
一
昌
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
立
命
館
経
済
掌
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う
）
の
標
本
推
定
を
実
現
す
る
に
必
要
な
標
本
構
成
単
位
の
数

〃
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
母
集
団
の
大
い
さ
〃
が
判
っ

て
居
り
、
母
標
準
偏
差
の
値
を
何
等
か
の
方
法
で
推
定
し
得
る

　
　
１
）

な
ら
ば
、
調
査
目
的
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
標
準
誤
差
の
値
が
与

え
ら
れ
る
時
は
、
伽
式
に
そ
れ
等
の
値
を
代
入
し
〃
を
未
知
数

　
　
　
　
　
　
　
り

と
し
て
解
く
事
に
よ
っ
て
、
目
標
糖
度
の
標
本
推
定
を
実
現
す

る
に
必
要
な
標
本
の
大
い
さ
〃
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

若
し
目
標
糖
度
が
誤
差
変
異
係
数
の
値
で
与
え
ら
れ
る
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

母
変
異
係
数
の
値
を
推
定
し
、
そ
れ
等
を
ｕ
式
に
代
入
し
て
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似

を
未
知
数
と
し
て
解
け
ば
よ
い
。
普
通
目
標
清
度
は
誤
差
変
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

係
数
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
た
め
、
必
要
標
本
数
は
肛
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
・
　
＼
セ
ー
ミ

。
軸
、
、
一
＼
一
く
干
一
よ
り

一
む
。
．
－
“
叶
｝
、

三
む
。
。
よ
一
む
。
。
・
（
干
一
）
丁

　
　
　
久
朴
〉
　
．
　
（
｛
“
）
心

　
ミ
ｕ

　
　
一
辻
。
。
十
（
ミ
、
、
）
．
、
十
一
↓
宅

（
〕
．
宝
）

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
、
無
限
母
集
団
叉
は
有
隈
母
集
団
修
正
が

略
三
１
に
等
し
い
時
は

七
四

　
　
汀
一
汁
）
岨
　
（
婁
）

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
例
え
ば
世
帯
数
２
６
万
の
芙
市
の
平
均
家

計
費
調
査
の
計
画
に
際
し
て
、
清
度
（
誤
差
変
異
係
数
）
を
５
％

以
下
に
止
め
る
に
は
、
ど
れ
丈
の
単
位
数
が
必
要
で
あ
る
か
を

求
め
よ
う
。
母
変
異
係
数
は
他
の
都
市
の
家
計
調
査
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
５

家
計
費
分
布
の
変
異
係
数
帖
に
鑑
み
て
０
５
と
仮
定
し
た
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
５
）

母
集
団
は
極
め
て
大
き
い
た
め
に
必
要
標
本
数
は
以
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
希
（
ｄ
。
舳
）
。
。
－
曇

故
に
皿
世
帯
以
上
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
１
）
　
母
標
準
偏
差
の
値
は
過
去
の
調
査
又
は
類
似
の
調
査
の
縞
果
よ

　
リ
推
定
し
得
る
場
合
が
多
い
。
特
に
母
変
異
係
数
の
値
は
こ
の
可
能

　
性
が
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
標
準
偏
差
の
絶
対
的
な
値
は
、
仮
令
同
種

　
の
集
団
現
象
と
雛
も
時
処
を
異
に
す
る
時
は
同
じ
で
は
な
い
で
あ
ろ

　
う
が
、
そ
れ
を
和
対
化
し
た
変
異
係
数
は
、
そ
の
集
団
現
象
に
影
響

　
す
る
諾
条
件
が
著
し
く
変
化
し
な
い
限
リ
、
時
処
的
に
異
る
同
種
の

　
集
団
現
象
に
於
て
も
略
～
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

　
る
。
し
か
し
勿
論
正
確
な
搾
定
で
は
な
い
か
ら
安
全
の
た
め
に
過
大

　
に
推
定
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
若
し
母
標
準
偏
差
の
搾
定
に
何
等

　
の
手
掛
リ
も
得
ら
れ
な
い
時
は
、
簡
単
な
予
備
調
査
を
行
っ
て
搾
定

　
す
る
の
で
あ
る
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
－

　
　
尚
比
例
数
の
簑
の
場
合
は
、
母
変
異
係
数
は
。
、
く
斗



之
、
ｗ
、
と
二
で
あ
る
言
、
結
局
そ
一
調
査
に
よ
つ
て

　
推
定
せ
ん
と
す
る
母
比
例
数
ク
の
値
を
予
測
す
江
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
は
安
全
の
た
め
に
ク
は
過
小
に
予
渕
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ

　
う
ｏ

　
か
く
て
標
本
調
査
の
計
画
に
当
っ
て
目
標
糖
度
の
達
成
に
必

要
な
標
太
構
成
単
休
の
数
を
数
理
的
に
求
め
る
事
に
よ
っ
て
、

必
要
な
精
度
の
標
本
推
定
を
最
少
の
調
査
費
で
獲
得
し
、
叉
費

用
が
与
え
ら
て
居
り
そ
れ
よ
り
標
本
の
大
い
さ
が
決
る
時
は
、

そ
の
標
本
よ
り
得
ら
れ
る
推
定
値
の
糖
度
を
予
め
知
る
事
が
出

来
る
の
で
、
利
用
目
的
に
照
ら
し
て
標
本
の
大
い
さ
従
っ
て
調

査
費
を
増
滅
す
る
事
に
よ
っ
て
、
正
確
な
標
本
推
定
を
合
理
的

に
行
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
、

）８（

母
分
散
の
推
定

　
標
本
推
定
値
の
誤
葦
を
規
定
す
る
た
め
に
は
、
珊
式
（
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

搬
式
）
よ
り
明
ら
か
匁
如
く
母
集
閉
の
標
準
偏
姜
従
つ
て
分
散

¢の
値
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
次
に
母
分
散
の
標
本
推
定
が

必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
母
分
散
の
推
定
値
と
し
て
は
標
本
に
就
て
の
同
じ
性
質
の
簡

佳
意
標
本
調
査
法

約
表
章
値
で
あ
る
標
本
分
散
を
以
て
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
標
本
分
散
篶
は
必
。
ず
し
も
母
分
散
〆
の
不
偏
推

定
値
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
戸
の
期
望
値
を
求
め
る
と

　
き
的
）
』
■
砕
、
工
、
）
。
、
］

　
　
　
　
－
十
、
□
淋
一
言
、
〕
・
）
－
（
、
、
－
剖
）
一
的
」

　
　
　
　
－
Ｊ
「
、
「
払
（
・
、
「
剖
）
、
、
心
（
、
、
、
剖
私
（
暮
、
・
、
、
）

ま
（
｝
、
よ
）
岨
］

　
ミ
肉
［
蜂
ふ
－
剖
）
。
。
↓
る
、
、
、
）
咀
」

　
　
　
　
　
　
　
．
「
埠
ミ
、
、
却
）
隻
（
、
、
、
印
）
］

－
十
私
、
、
「
・
）
蛆
よ
、
（
割
、
－
剖
）
”
］

こ
の
式
の
括
弧
内
第
一
項
に
於
け
る
期
望
値
は
、
母
集
団
よ
り

一
の
単
仇
を
抽
吊
し
た
場
合
得
ら
れ
る
値
、
孤
の
標
本
分
布
の
分

　
　
　
　
　
　
　
）

倣
で
あ
る
か
ら
、
３
０
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
似

　
Ｎ
（
、
、
～
１
今
）
岨
１
１
ｓ
閑

で
あ
り
、
叉
第
二
項
の
期
望
値
は
標
本
平
均
分
布
の
分
散
で
あ

　
　
　
●
　
）

る
か
ら
、
”
式
よ
り

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七
五



　
　
　
立
命
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）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
ー
ミ

　
　
共
為
、
１
剖
）
。
。
１
Ｉ
Ｊ
「
ミ
上

‘
で
あ
る
。
故
に

　
　
誉
冊
一
↓
［
ミ
、
－
ふ
桁
ユ

　
　
　
　
　
　
ミ
き
「
ミ
ー
ド
く
十
ミ
　
ミ
　
　
ペ
く
（
ミ
ー
Ｈ
）
亀

　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｋ
く
１
Ｈ
　
　
　
　
ミ
　
ー
　
千
Ｈ
　
－
剛
ー

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
ー
Ｈ

　
　
　
　
　
Ｈ
き
「
Ｈ
．
ミ
『
、

　
こ
の
よ
う
に
〆
は
〆
の
不
偏
推
定
値
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
　
ミ

両
辺
に
ミ
　
ミ
ー
Ｈ
を
乗
ず
る
事
に
よ
り

　
　
工
非
、
－
ミ
寸
”
一
と
、
婁
一

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ

　
と
な
る
か
ら
、
－
を
、
ミ
上
匂
。
。
が
〆
の
不
偏
推
定
値
で
あ
り

　
こ
れ
を
”
（
叉
は
７
）
で
表
す
。
即
ち

　
　
　
　
　
ミ
ー
］
　
　
ミ

　
　
～
帖
Ｈ
ミ
ー
｝
’
，
、
咄
　
　
（
ド
ミ
）

若
し
無
限
母
集
団
叉
は
母
集
団
が
極
め
て
大
き
い
時
は

　
　
　
　
　
ミ

　
　
Ｓ
～
Ｈ
－
－
；
－
－
ｉ
ら
附

　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ

で
あ
り
、
尚
標
本
単
位
数
が
相
当
に
大
で
あ
り
ミ
ー
Ｈ
＋
ミ
な

　
る
時
は

　
　
曽
廿
ミ

　
と
な
り
、
か
く
て
始
め
て
標
本
分
散
は
母
分
散
の
不
偏
推
定
値

七
六

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
〆
の
不
偏
推
定
値
が
の
標
本
分
布
の
分
散
は
、
無
限
母
集
団

　
　
　
１
）

の
場
合
は

　
　
二
｝
÷
・
、
ふ
川
丁
糺
皿
一
一
一
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
　
自
ワ
£
詣
糠
回
印
卦
◎
粉
編
滞
〒
オ
凶
（
、
、
１
暮
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
「
。
。
．
　
　
　
　
　
３
）

で
あ
り
、
”
が
相
当
に
大
な
ら
ば
呉
ミ
上
）
Ｈ
◎
と
な
る
た
め

　
　
　
　
ミ
　
　
．
　
ｂ
「
Ｈ

　
　
、
、
（
ミ
上
、
心
）
－
ｑ
一
ミ
上
　
　
　
　
（
婁
・
。
、
）

と
な
る
。
故
に
変
異
係
数
は

　
　
９
と
汀
丁
和
以
「
余
止
　
　
（
ド
お
一

で
あ
る
、

　
１
）
　
無
限
母
集
団
で
な
い
場
合
の
が
の
分
散
は
極
め
て
複
難
で
あ
る

　
の
で
省
略
す
る
。
畑
村
、
奥
野
「
標
本
調
査
法
入
門
」
ニ
ニ
四
－
六

　
頁
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
８
〉

　
２
）
　
４
式
の
証
明
は
少
し
複
雑
と
な
る
か
ら
省
略
す
る
。
斎
藤
、
浅

　
　
　
¢

　
井
「
標
本
調
査
の
設
計
」
三
〇
四
－
五
頁
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
～
　
な
ん
と
な
れ
ば
氏
は
普
通
の
母
壌
団
分
布
に
於
て
は
８
以
下
で

　
あ
リ
、
〃
は
普
通
５
０
以
上
で
あ
っ
て
且
分
母
に
二
次
の
項
を
舎
ん
で

　
い
る
か
ら
で
あ
る
ｏ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
・

　
こ
の
母
分
散
の
不
偏
推
定
値
を
ｅ
９
式
の
〆
に
代
入
す
る
事
に

よ
っ
て
、
標
本
平
均
分
布
の
分
散
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
；
、
）
に
桁
叩
↓
１
（
ホ
、
＼
∴
。
、
）

　
　
　
　
　
　
　
－
（
丁
小
了
小
　
　
（
ド
、
。
）

　
比
例
数
の
推
定
の
場
合
は
母
分
散
『
、
い
、
刈
標
本
分
散
、
、
ｕ

、
、
刈
、
で
あ
る
か
ら
、
母
分
散
の
不
偏
推
定
値
は

　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
ミ

　
　
～
“
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
、
内
、
　
　
　
（
Ｎ
ｄ
Ｈ
）

　
　
　
　
暑
　
ミ
ー
Ｈ

ノ
・
あ
る
。
従
っ
て
標
本
比
例
数
分
布
の
分
散
は

　
　
・
ｓ
批
市
ゴ
…
一
（
ホ
、
ミ
甘
さ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
丁
十
）
滑
一
　
一
§
一

に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
の
ノ
し
あ
る
。

　
　
１
）
　
批
は
不
偏
捧
定
を
表
す
記
晋
と
す
る
。

　
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
標
本
調
査
の
計
画
に
際
し
て
、
母
標

準
偏
義
の
値
の
想
定
に
基
い
て
目
標
精
度
の
達
成
に
必
要
な
標

本
の
大
い
さ
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
調
査
の
後
で
母
分

散
の
値
を
標
本
よ
り
推
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
果
し
て
そ
の
大

い
さ
の
標
本
に
よ
っ
て
目
標
精
度
が
達
成
さ
れ
得
た
か
ど
う
か

　
　
　
任
意
標
本
－
調
査
法

を
確
め
て
澄
く
事
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
の
穣
本

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
精
度
を
達
成
精
度
一
一
Ｈ
８
室
９
；
暮
ヲ
¢
｝

と
い
う
、
。
若
し
母
標
準
偏
差
に
就
て
の
想
定
が
誤
っ
て
屠
り
達

成
精
度
が
目
標
糖
度
以
下
で
あ
ー
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
調
査
結
果

は
利
用
目
的
に
鑑
み
て
誤
差
が
遇
大
で
あ
る
た
め
正
確
性
を
欠

き
、
叉
逆
に
達
成
糖
度
が
目
標
精
度
以
上
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

標
本
の
大
い
さ
を
滅
少
せ
し
め
る
事
が
出
来
従
っ
て
調
査
費
の

節
滅
が
可
能
ノ
し
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
調
査
立
案
者
は
計
画

に
当
っ
て
母
集
団
に
関
す
る
智
識
、
経
験
を
利
用
し
て
正
確
な

母
標
準
偏
差
の
値
を
推
定
し
、
達
成
糖
度
を
出
来
る
限
り
目
標

精
度
に
一
致
せ
し
め
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し

て
標
本
よ
り
推
定
さ
れ
た
母
分
散
の
値
は
、
以
後
に
於
け
る
同

種
の
調
査
の
計
画
に
際
し
て
母
標
準
偏
誰
想
定
の
基
礎
資
料
と

な
り
、
達
成
糖
度
を
よ
り
以
上
目
標
精
度
に
近
附
け
る
事
を
可

能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

）９（

標
本
抽
出
の
諾
方
式

以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
任
意
抽
出
法
に
よ
る
標
本
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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は
極
め
て
正
確
な
且
合
理
的
な
調
査
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
実
際
に
正
確
な
推
定
値
を
得
る
た
め
に
は
、
任
意
標
本

理
論
の
根
本
的
な
条
件
で
あ
る
任
意
標
本
の
構
成
、
即
ち
〃

個
の
母
集
団
構
成
単
位
よ
り
の
〃
個
の
標
本
構
成
単
位
の
任
意

抽
出
が
完
全
に
実
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
任
意
抽

出
を
行
う
た
め
に
は
先
づ
第
一
に
、
母
集
団
を
構
成
す
る
〃
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
単
伎
を
す
べ
て
洩
れ
な
く
個
六
的
に
明
確
に
把
握
し
、
且
そ

れ
よ
り
〃
個
の
単
位
を
任
意
に
抽
出
し
得
る
が
如
き
状
態
に
置

く
事
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
母
集
団
構
成
単
位
を
個
六

的
に
記
録
し
た
も
の
を
枠
宇
讐
冒
¢
と
い
い
、
こ
の
枠
の
作
成
は

任
意
標
本
調
査
の
不
可
欠
な
前
提
条
件
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

は
母
集
団
単
仇
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
ユ
、
れ
は
単
に
個
Ａ
の
単
伎
を
個
別
的
に
捉
え
他

の
単
伎
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
丈
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も

個
六
の
準
伎
に
就
て
大
量
観
察
法
的
個
別
襯
察
を
施
す
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

は
な
い
か
ら
、
悉
皆
統
計
調
査
に
比
し
て
琶
か
に
容
易
な
作
業

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
一
度
或
る
統
計
集
団
の
構

成
要
素
の
枠
が
作
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
、
以
後
統
計
集
団
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

成
要
素
に
変
動
が
な
い
隈
り
、
そ
の
統
計
集
団
を
母
集
団
と
す

る
す
べ
て
の
標
本
調
査
に
於
て
利
用
し
得
る
の
で
あ
り
、
尚
且

往
点
に
し
て
他
の
目
的
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
を
以
て
そ
の
ま

ま
枠
と
し
て
用
い
得
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
１
）
　
母
集
団
は
一
万
向
の
集
団
性
よ
り
観
察
し
た
時
の
統
計
集
団
で

　
あ
る
か
ら
、
母
集
団
の
単
位
の
記
録
は
実
は
統
計
集
団
の
単
位
の
記

　
録
で
あ
る
。
　
（
拙
稿
「
統
計
調
査
法
」
九
六
頁
参
照
）

　
次
に
枠
よ
り
〃
個
の
単
伎
を
任
意
に
即
ち
無
作
為
に
抽
出
す

る
手
続
が
実
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
枠
上
の
す
べ
て

の
単
位
に
一
番
か
ら
ｖ
番
迄
の
一
連
番
号
を
附
け
、
乱
数
表
を

用
い
て
〃
個
の
番
号
を
決
定
し
そ
の
番
号
の
単
伎
を
抽
出
す
る

事
に
よ
っ
て
容
易
に
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
勿
個

の
単
位
の
一
つ
一
つ
に
就
て
乱
数
表
を
用
い
て
抽
出
番
号
を
決

定
す
る
事
は
手
続
上
煩
雑
で
あ
る
た
め
、
先
づ
一
番
か
ら
〃
〃

（
抽
出
間
隔
。
・
隻
旨
－
皇
素
｛
鼻
ｏ
；
・
Ｈ
と
い
う
）
番
迄
の
間
の
一

の
数
を
無
作
為
に
決
め
、
ン
、
れ
を
初
項
と
し
抽
出
間
隔
を
公
差

と
す
る
等
差
級
数
を
以
て
柵
｛
番
号
と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
〃

個
の
単
伎
の
無
作
為
抽
出
は
容
易
に
行
え
る
の
で
あ
る
、
こ
れ

を
系
統
的
抽
出
法
。
。
サ
巨
；
葦
。
・
旨
■
一
Ｈ
一
芸
と
い
い
実
際
上
多



く
用
い
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
枠
に
於
け
る
一
番
か
ケ
〃
番
迄

の
母
集
団
単
位
の
並
べ
方
に
、
間
題
た
る
穣
識
（
麗
性
）
叉
は

そ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
他
の
属
性
に
関
し
て
特
定
の
周

期
的
傾
向
が
あ
り
、
且
そ
れ
と
抽
出
間
隔
と
が
略
三
一
薮
す
る

な
ら
ば
、
系
統
的
抽
出
法
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
標
本
は
特
定
の

標
識
の
単
位
を
特
に
多
く
叉
は
少
く
含
む
傾
向
を
有
し
任
意
標

本
と
は
な
ら
な
い
が
、
枠
上
の
配
列
の
順
序
に
何
等
の
傾
向
も

な
く
全
く
偶
然
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
便
法
に
よ
っ

て
も
抽
出
行
為
の
無
作
為
性
は
決
し
て
害
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
か
く
し
て
任
意
標
本
が
構
成
さ
れ
る
と
そ
れ
に
対
し
て
大
量

襯
察
の
手
続
を
施
し
て
統
計
を
獲
得
し
、
ユ
、
れ
に
統
計
解
析
的

計
算
を
加
え
て
母
数
の
推
定
値
を
得
、
叉
母
分
散
を
推
定
し
て

信
榎
区
間
を
求
め
標
本
推
定
の
達
成
精
度
を
確
め
る
事
に
よ
っ

て
標
本
調
査
は
完
了
す
る
の
で
あ
る
。

・
　
以
上
に
於
て
は
任
意
標
本
の
構
成
は
単
純
に
、
〃
個
の
母
集

団
構
成
単
術
よ
り
〃
個
の
単
位
を
直
接
抽
出
す
る
事
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
任
意
標
本
の
構
成
は
こ
の
よ
う
な
単

純
任
意
抽
出
法
９
２
一
庁
§
己
◎
旨
。
・
ｐ
２
、
饒
晶
の
み
な
ら
ず
、

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法

盾
化
抽
出
法
、
集
落
抽
出
法
（
特
に
地
域
抽
出
法
）
及
び
多
段

抽
出
法
或
は
叉
確
率
比
例
抽
出
法
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
推
定
の
精
度
叉
は
調
査
の
費
用
に
於
て
長

所
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
標
本
推
定
の
清
度
は
母
標
準
偏
差
の
値
、

即
ち
母
集
団
構
成
単
伎
の
変
量
の
間
の
差
異
の
程
度
に
正
比
例

す
る
た
め
、
こ
の
母
標
準
偏
差
を
小
く
す
る
事
に
よ
っ
て
標
本

推
定
の
精
度
を
高
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
層

化
抽
出
法
と
集
落
抽
出
法
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
母
集
団
を
同
質
的
な
単
位
の
部
分
集
団
（
層
。
・
Ｒ
暮
巨
旨
）
　
に

分
け
、
各
層
毎
に
単
位
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
方
法
を

層
化
摘
出
法
弩
ま
ｐ
＆
。
。
２
遣
）
Ｈ
巨
帽
と
い
う
。
母
集
団
を
同
質

的
な
層
に
分
つ
と
各
層
に
於
け
る
単
伎
の
変
量
の
間
の
差
異
従

っ
て
標
準
偏
差
は
小
さ
く
な
る
か
ら
、
各
層
の
値
の
推
定
の
精

度
が
高
ま
り
、
故
に
そ
れ
を
合
成
し
て
母
集
団
の
値
を
推
定
す

る
時
は
そ
の
糖
度
が
よ
く
な
る
の
で
あ
る
、
勿
論
母
集
団
の
層

化
に
際
し
て
は
問
題
た
る
属
性
に
就
て
同
質
的
な
単
位
を
集
め

て
層
を
作
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
就
て
の
遇
去
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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統
計
に
よ
り
或
は
叉
そ
れ
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
他
の
諾
属
性

に
従
っ
て
同
質
的
な
層
に
分
け
る
事
に
よ
っ
て
、
略
主
そ
の
目

的
を
達
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
■
ろ
う
。
そ
し
て
仮
令
こ
の
よ
う

な
層
化
の
基
準
に
誤
り
が
あ
っ
て
同
質
化
に
失
敗
し
、
層
内
に

於
て
問
題
た
る
標
識
の
差
異
を
滅
少
せ
し
め
得
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
各
層
内
で
の
抽
出
が
正
確
な
枠
に
基
く
任
意
抽
出
で
あ

る
隈
り
推
定
の
不
偏
性
を
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
只
推
定
の

偶
然
誤
差
を
減
少
さ
せ
る
事
に
成
功
し
な
か
っ
た
の
み
で
あ
る
。

（
こ
の
事
は
次
に
述
べ
る
集
落
摘
出
法
に
於
て
も
妥
当
す
る
の

ノ
し
あ
っ
て
、
集
落
の
構
成
が
便
宜
的
な
基
準
に
よ
っ
て
な
さ
れ

母
集
団
を
、
た
と
し
て
も
そ
れ
は
標
本
の
糖
度
に
影
響
す
る
の

み
で
あ
る
。
）
　
　
　
　
　
　
．

　
攻
に
母
集
団
構
成
単
位
を
若
干
個
集
め
て
集
落
ｏ
Ｈ
易
奪
を

作
り
母
集
團
を
集
落
の
集
合
た
ら
し
め
、
そ
れ
よ
り
集
落
を
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
方
法
を
集
落
摘
出
法
Ｏ
Ｈ
易
雪
。
。
津
冒
－

忌
品
と
い
い
、
特
に
母
集
団
構
成
単
位
の
地
域
的
な
集
合
を

集
落
と
し
て
用
い
る
場
合
を
地
域
摘
出
法
彗
望
。
・
ｐ
冒
忌
一
晶
と

い
う
。
母
集
團
を
集
落
よ
り
成
る
集
団
に
変
換
し
た
場
合
、
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
Ｏ

落
の
大
い
さ
が
略
主
同
じ
で
あ
り
且
集
落
梢
互
間
が
可
能
な
隈

り
同
質
的
で
あ
る
よ
う
に
作
る
な
ら
ば
、
（
そ
の
事
は
母
集
団
が

異
質
的
な
単
位
よ
り
成
っ
て
い
る
隈
り
、
出
来
る
丈
異
質
的
な

単
位
を
集
め
て
集
落
を
構
成
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ

ろ
う
）
集
落
の
有
す
る
変
量
■
（
集
落
を
構
成
す
る
箪
位
の
愛
量

の
纏
和
）
の
間
の
差
異
は
小
く
な
る
た
め
母
標
準
偏
姜
は
小
と

な
り
、
母
集
団
の
値
の
推
定
の
精
度
は
向
上
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
上
集
落
の
構
成
は
地
域
的
な
集
合
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
事
が
多
い
た
め
に
、
同
質
的
な
単
位
の
集
り
で
あ

り
従
っ
て
集
落
聞
異
質
的
と
な
り
易
く
母
標
準
偏
差
の
値
が
大

き
く
な
る
た
め
、
集
落
抽
出
法
に
よ
る
時
は
推
定
の
糖
度
は
む

し
ろ
低
下
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
杜
会
的
集
団
現
象

は
普
通
広
大
な
範
囲
に
亘
っ
て
存
在
す
る
た
め
、
抽
出
さ
れ
た

標
本
単
位
が
全
域
に
ば
ら
ば
ら
に
雛
れ
て
存
在
す
る
よ
り
も
出

来
る
丈
地
域
的
に
集
っ
て
い
る
方
が
、
大
量
襯
察
法
的
個
別
観

察
に
便
利
で
あ
り
そ
の
費
用
は
少
く
て
済
む
で
あ
ろ
う
。
故
に

、
標
本
調
査
の
実
際
に
於
て
は
糀
度
が
落
ち
る
に
も
拘
ら
ず
地
域

摘
出
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
○
で
あ
る
。
尚
集
落
抽
出
法
に
於



て
は
単
位
の
個
別
観
察
の
費
用
の
み
な
ら
ず
枠
の
作
成
費
の
点

か
ら
も
費
用
を
節
減
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単

純
抽
胆
法
に
よ
る
時
は
枠
上
に
〃
個
の
母
集
団
構
成
単
位
を
載

せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
集
落
抽
出
法
に
よ
る
時
は
そ
れ
よ
り
も

小
数
の
集
落
を
載
せ
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

　
１
）
　
裁
に
於
て
調
査
単
位
；
ズ
◎
｛
旨
巳
岩
庁
と
抽
閏
単
位
蟹
冒
・

　
勺
ご
轟
；
言
と
の
医
別
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
調
査
単
位
は
母

　
集
団
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
っ
て
大
量
観
察
法
灼
個
別
観
察
手
続
の

　
対
象
た
る
単
位
で
あ
り
、
抽
閏
単
位
は
標
本
を
構
成
す
る
た
め
に
母

　
集
団
よ
リ
抽
閏
さ
れ
る
単
位
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
摘
閏
の
便
宜
上
定

　
め
ら
れ
た
単
位
に
過
ぎ
ず
、
調
査
単
位
そ
れ
自
体
で
あ
る
か
叉
は
調

　
査
単
位
の
集
合
（
集
落
）
で
あ
る
。

　
そ
し
て
抽
出
さ
れ
た
集
落
（
地
域
）
が
尚
広
大
で
あ
り
、
叉

は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
調
査
単
位
数
が
多
い
た
め
に
そ
の
全
部
観

察
が
困
難
叉
は
不
可
能
で
あ
る
時
は
、
そ
の
集
落
（
地
域
）
よ

り
更
に
単
位
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
事
が
必
要
と
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
母
集
団
よ
り
一
度
摘
出
さ
れ
た
集
落

の
構
成
単
位
の
う
ち
よ
り
更
に
単
位
を
抽
出
し
て
標
本
を
作
る

方
法
を
二
段
抽
出
法
尋
◎
卑
晶
ｏ
墨
旨
芭
｛
轟
（
叉
は
副
次
抽
出

法
。
。
自
ま
ｐ
冒
－
｛
轟
）
と
い
い
、
最
初
の
摘
出
単
位
た
る
集
落
を

　
　
任
意
標
本
調
査
法

一
次
摘
出
単
位
一
）
｝
量
ｑ
。
・
彗
一
Ｈ
・
－
轟
一
冒
｛
二
一
回
目
の
抽
出
単

位
（
調
査
単
位
叉
は
集
落
）
を
二
次
捕
出
単
位
・
・
ｏ
８
己
彗
Ｈ

墨
冒
呂
轟
冒
岸
　
と
い
う
。
（
こ
の
場
合
は
第
一
次
抽
出
の
た

め
の
枠
は
、
一
次
抽
出
単
位
を
記
載
し
、
第
二
次
摘
出
の
た
め

の
枠
は
抽
出
さ
れ
た
一
次
抽
出
単
位
に
就
て
の
み
作
成
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
次
摘
出
単
位
に
相
当
す
る
集
落

叉
は
調
査
単
位
を
直
接
摘
出
す
る
一
段
抽
出
法
に
比
し
て
、
枠

の
作
成
の
費
用
は
著
し
く
節
滅
さ
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
）

こ
の
よ
う
な
副
次
抽
出
を
更
に
繰
返
す
事
に
よ
っ
て
三
段
抽
出

法
、
四
段
摘
出
法
等
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
等
を
総
称
し
て
多
段

摘
出
法
蔓
一
宝
鼻
晶
０
。
。
曽
昌
忌
巨
困
と
い
う
。

　
尚
集
落
抽
出
法
に
於
て
集
落
の
大
い
さ
が
著
し
く
異
る
時
は
、

そ
れ
の
抽
出
に
際
し
て
す
べ
て
の
集
落
に
等
し
い
抽
出
の
確
率

を
与
え
て
抽
出
す
る
よ
り
も
、
集
落
の
大
い
さ
に
略
三
比
例
し

た
確
率
を
与
え
て
抽
出
す
る
方
が
推
定
の
精
度
が
高
ま
る
事
が

数
理
的
に
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
一
こ
の
よ
う
に
摘
出
単
位
に

そ
の
大
い
さ
に
比
例
し
た
抽
出
確
率
を
与
え
て
抽
出
を
行
う
方

法
を
確
率
比
例
摘
出
法
。
。
胃
冒
言
品
峯
事
冒
◎
げ
き
皇
｛
一
肖
◎
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
一
晋
）

勺
◎
ま
◎
量
箒
６
閉
茅
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
諾
種
の
標
本
摘
出
方
式
は
、
或
る
も
の
は
標

本
推
定
の
糖
度
を
高
め
叉
或
る
も
の
は
調
査
費
用
を
節
滅
せ
し

め
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
標
本
調
査
の
実
施
に
当
っ
て
こ
れ
等

誇
標
本
摘
出
方
式
を
適
宜
組
合
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
与
え
ら
れ

た
費
用
と
調
査
目
的
よ
り
要
請
さ
れ
る
推
定
の
糖
度
と
の
関
係

を
最
適
な
ら
し
め
る
よ
う
に
、
即
ち
必
要
な
糖
度
の
標
本
推
定

を
最
小
の
費
用
を
以
て
、
或
は
又
与
え
ら
れ
た
費
用
を
以
て
最

高
の
糖
度
の
推
定
値
を
獲
得
し
得
る
よ
う
に
、
標
本
の
構
造
、

規
模
を
決
定
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
標
本
設
計

。
。
ｐ
旨
ｐ
¢
｛
置
湾
と
い
う
。
こ
の
標
本
設
計
の
た
め
に
は
母
集

団
の
層
化
、
集
落
化
に
必
要
な
資
料
、
各
種
段
階
に
於
け
る
費

用
に
就
て
の
智
識
、
標
本
の
大
い
さ
の
決
定
に
必
要
な
母
標
準

偏
差
の
値
の
推
定
、
及
び
諾
抽
出
方
式
に
応
ず
る
不
偏
な
推
定

式
並
に
そ
の
分
散
式
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
各
抽
出
方
式

に
於
け
る
不
偏
推
定
式
及
び
そ
の
分
散
式
を
求
め
、
ン
、
の
抽
出

方
式
の
特
徴
を
説
明
し
よ
う
。

八
二


